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坂
根
印
刷 

納

　
役
員
改
選
に
よ
り
、後
半
任
期
二
年
間
、

広
報
広
聴
担
当
の
委
員
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。

　「
情
報
の
提
供
と
共
有
化
」を
図
る
た
め
に

も
、情
報
発
信
の
中
心
と
な
っ
て
、議
会
の
真

意
が
伝
わ
る
広
報
誌
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。ま
た
、広
報
広
聴
委
員
の
皆
様
方

と
と
も
に
、市
民
の
皆
様
に
、手
に
と
っ
て
ご

覧
い
た
だ
け
る
よ
う
、読
み
よ
く
・
見
や
す
い

紙
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、今
年
度
も
議
会
報
告
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。皆
様
に
は
、議
会
広
報
誌
、

あ
る
い
は
、議
会
活
動
等
々
、い
ろ
い
ろ
な
ご

意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
木
村
　
幸
司
）

　4月20日に開催されました臨時議会で、委員会のメンバーも新体制となりました。今回は、8名から9名
へ増員された広報広聴委員の紹介をします。心機一転、さらに親しまれる市議会だよりづくりを目指して
いきたいと思います。よろしくお願いします。“私が目指す広報誌！”と題して一言抱負を述べます。

視察受け入れ
視察日 議会名 人数 視察項目

 1月 18日

 1月 20日

 2月 9日

福岡県宗像市

徳島県鳴門市

山形県高畠町

世界遺産認定後のまちづくり
おおだ定住促進協議会　
石見銀山、世界遺産登録後の現状
定住化促進ビジョン

7名

9名

9名

編
集
後
記

編
集
後
記

新 広 報 広 聴 委 員 会 委 員 紹 介

次の定例会は
6月3日～17日の予定です。
市議会を身近に感じる良い機会です。
お気軽にお越しください。

◇傍聴席は定員64人です。
◇多数で傍聴に来られる場合は、あらかじめ
   議会事務局へご連絡ください。

議会傍聴のご案内

　委員3年目になりま
す。市民の皆さんの要
望に応えられて、親し
まれるよう努力します。

大西　修 委員

　地方議会の役
割や責任は大き
く、改めて議員の
顔が見える市議
会誌になるよう
努めたい。

月森　和弘 委員

　新たに再任さ
れた私 ですが 、
議会の活動を市
民の皆様に解り
やすくお伝えで
きるよう努力い
たします。

松村　信之 委員 　 市 民 の 皆 様
が、議会だよりを
ご覧になり満足
されるよう、工夫
を凝らして広報
誌作成に努める
所存です。

森山　幸太 委員

　様々な情報手
段がある中、市民
との情報の共有
化を図り、読みや
すい紙面づくり
を目指します。

石田　洋治 委員

　センスと経験で、見やすく・読みや
すい広報誌目指して頑張ります！

木村　幸司 委員長

　議会情報の提供、分かりや
すい紙面づくりを目指しま
す！

胡摩田　弘孝 委員
　広報広聴委員３年目になり
ます。より読み易い紙面づく
りに努めてまいります。

森山　明弘 委員

　何ごとも前向きに、愉しく、和をもっ
て、市民に分かりやすい広報づくりに
努めます。

塩谷　裕志 副委員長
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３
月
定
例
会
は
、３
月
１
日

か
ら
17
日
ま
で
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、竹
腰
市
長
か
ら
施
政

方
針
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
予
算
は
、昨
年

10
月
に
策
定
し
た「
大
田
市
ま

ち・ひ
と・し
ご
と
総
合
戦
略
」

に
基
づ
く
事
業
や
、竹
腰
市
長

が
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
一
つ

と
し
て
取
り
組
む
と
し
た「
健

康
ま
ち
づ
く
り
」推
進
の
た
め

の
、新
規
事
業
な
ど
の
審
議
を

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
平
成
27
年
度
一
般
会

計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど

を
審
議
し
、合
わ
せ
て
23
議
案

を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　
そ
の
ほ
か
、大
田
市
行
政
不

服
審
査
法
施
行
条
例
制
定
を

は
じ
め
、条
例
の
制
定
・
改
正

15
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　　
ま
た
、人
権
擁
護
委
員
候
補

者
の
推
薦
、議
員
提
出
に
よ
る

参
議
院
選
挙
制
度
に
関
す
る

意
見
書
な
ど
も
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

（
予
算
額
は
、千
の
桁
を
四
捨

五
入
）

三
瓶
町
に
栽
培
が
予
定
さ
れ
て
い
る

醸
造
用
ぶ
ど
う
畑

大
田
市
に
U
タ
ー
ン
で
洋
食
店
を
開
業

富
山
町
で
活
動
中
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員（
一
番
左
端
）

大田市議会新体制スタート総合戦略推進に重点！総合戦略推進に重点！
平成28年度予算決まる平成28年度予算決まる平成28年度予算決まる平成28年度予算決まる 一般会計229億9,100万円一般会計229億9,100万円一般会計229億9,100万円一般会計229億9,100万円

「大田市まち・ひと・しごと創生総合戦略」における基本目標ごとに予算をピックアップ！！

農業参入を計画している企業者の６次
産業化を支援し、地域農業の中心

的な担い手を育成します。

○６次産業化支援事業【新規】
8,901万円

主な
事業

基本目標
１

多様な産業を活性化し
「はたらく場」をつくる

予算額　計75,519万円

市外から大田市へ定住し、保育士と
して就労する方に奨励金を交付
します。

○保育士さんいらっしゃい
　奨励金交付事業【新規】200万円

主な
事業

空き家バンク制度の推進、ふるさと情報の発
信や交流人口の拡大等の取り組みを通
じ、定住人口の拡大を図ります。

○定住促進事業【拡充】 4,585万円
主な
事業

過疎化の著しい集落の支援、教育の魅力化を
図るため、集落支援員及び地域おこし協力
隊員を配置します。

○地域おこし協力隊員等
　受入れ事業【新規】 3,618万円

主な
事業

基本目標
2

基本目標

3
基本目標

4

「結婚」「出産」「子育て」の
希望をかなえる環境をつくる
予算額　計50,873万円

新たな「ひとの流れ」をつくる
予算額　計19,500万円

「交流」「連携」「協働」
により住みよいまちをつくる
予算額　計34,437万円

正
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　
私
ど
も
は
、過
般
四
月
の
臨
時
市
議
会
に
お
い
て
ご
推
挙
い
た
だ
き
、

正
副
議
長
の
要
職
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
変
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、そ
の
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、当
市
に
あ
っ
て
は
新
大
田
市
立
病
院
の
建
設
を
は
じ
め
、地

域
医
療
の
確
保
、さ
ら
に
は
人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
、集
落
機
能
の

低
下
な
ど
喫
緊
の
課
題
が
山
積
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、議
会
と
し
て
も
積
極
的
に
政
策
提
言
を

行
う
な
ど
、そ
の
ご
期
待
に
こ
た
え
る
べ
く
、大
田
市
発
展
に
全
力
で
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、市
民
の
皆
様
方
の
格
別
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
、ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

総務教育
７名

◎三浦　靖 ○松村信之 石橋秀利 有光孝次
　内藤芳秀 　河村賢治 胡摩田弘孝

議会
運営委員会
７名

広報
広聴委員会
9名

監査委員
（議会選出）

1名

大田市立病院医療体制
検討特別委員会
19名（議長除く議員全員）

大田市土地開発
公社役員
8名

民　　生
6名

◎福田佳代子 ○月森和弘 清水　勝 林　茂樹   
　石田洋治 　森山幸太

産業建設
７名

◎小川和也 ○森山明弘 塩谷裕志 木村幸司  
　大西　修 　松葉昌修 小林　太

議長
内藤　芳秀

副議長
木村　幸司

◎委員長　　○副委員長

常
任
委
員
会

◎月森和弘
○松村信之
　有光孝次
　塩谷裕志
　大西　修
　三浦　靖
　小川和也 ◎月森和弘

○石田洋治

◎木村幸司
○塩谷裕志
　月森和弘
　大西　修
　松村信之
　石田洋治
　森山明弘
　胡摩田弘孝
　森山幸太

　林　茂樹 理事 石橋秀利
 塩谷裕志
 月森和弘
 大西　修
 小林　太
 松村信之
 小川和也
監事 石田洋治
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民　　生
6名

◎福田佳代子 ○月森和弘 清水　勝 林　茂樹   
　石田洋治 　森山幸太

産業建設
７名

◎小川和也 ○森山明弘 塩谷裕志 木村幸司  
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議長
内藤　芳秀

副議長
木村　幸司

◎委員長　　○副委員長

常
任
委
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◎月森和弘
○松村信之
　有光孝次
　塩谷裕志
　大西　修
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 大西　修
 小林　太
 松村信之
 小川和也
監事 石田洋治
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人
事
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案

▼
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る

こ
と【
３
件
】

　
現
委
員
で
あ
る
荒
本
由
未

氏（
大
代
町
）お
よ
び
泉
玲
子

氏（
仁
摩
町
）の
任
期
が
本
年

６
月
30
日
満
了
の
た
め
、そ
れ

ぞ
れ
後
任
と
し
て
龍
文
子
氏

（
大
森
町
）、大
谷
久
夫
氏（
仁

摩
町
）を
任
命
す
る
こ
と
。同

じ
く
、現
委
員
で
あ
る
松
浦
英

篤
氏（
大
田
町
）の
任
期
が
６

月
30
日
満
了
の
た
め
、同
氏
を

再
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
意

見
を
求
め
た
も
の
で
、任
期
は

３
年
で
す
。

　
い
ず
れ
も
異
議
な
く
同
意

し
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案

▼
参
議
院
選
挙
制
度
に
対
す

る
意
見
書

　
人
口
格
差
に
の
み
と
ら
わ

れ
ず
、各
都
道
府
県
単
位
に
議

員
を
選
出
す
る
制
度
を
構
築

す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
る
意

見
書　皆

さ
ん
か
ら

　
　
　
　 陳
情
　

 

　　【
不
採
択
】

▼
国
民
皆
保
険
制
度
の
維
持
・

発
展
を
求
め
る
意
見
書
採
択
方

（
陳
情
）民
生
委
員
会
所
管

（
島
根
県
保
険
医
協
会
会
長

　
岩
田
兼
正
）

 

理
由

　
制
度
改
正
の
根
底
部
分
で

国
民
皆
保
険
制
度
の
堅
持
と

い
う
方
針
が
出
さ
れ
て
い
る

中
で
、陳
情
内
容
が
分
か
り

に
く
く
、つ
か
み
に
く
い
。

　【
継
続
審
査
】

▼
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
を
国
会
で
批

准
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
意

見
書
提
出
方

（
陳
情
）産
業
建
設
委
員
会
所

管（島
根
県
農
民
運
動
連
合
会

　
　  

代
表
　
長
谷
川
敏
郎
）

地域資源のネットワークによる活発な
産業づくり（産業振興）

1,317
産業振興ビジョン実施にかか
る経費
○ふるさと大田創業支援事業 
　外

産業振興
プロジェクト
推進事業

13,753

山陰道の全線開通時（平成
32年度目標）を目処に、観光
案内や産業振興の拠点とし
て、仁摩・石見銀山 I C出口正
面に、道の駅の整備を進める

仁摩地区
道の駅
整備事業

1,424
大田市の多様な魅力を発
信するための経費

おおだの輝き
発信事業

だれもが住みよく、安心・やすらぎを感じる
生活づくり（保健・医療・福祉）

130,150保育園等及び地域型保育事
業に対する給付費

子どものため
の教育・保育
給付事業

520大田市健康まちづくり推進プ
ランの策定

健康まちづくり
推進プラン
策定事業
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賃金引上げの恩恵が及びにく
い低所得者に与える負担の緩
和を行うための給付措置
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金給付事業

県央の中核都市にふさわしい、
快適な基盤づくり（基盤整備）

6,500
温泉津温泉街（市道湯乃街
線）において、舗装の美装化
等の景観整備を図る

街なみ
環境整備事業

9,500
市内5路線において、道路スト
ック総点検結果に基づく舗装
改築事業の実施

防災安全
交付金事業

3,889
社会保障・税番号制度の導入
に向け必要なシステムの改修
を実施

社会保障・税番号
制度導入に伴う
システム改修事業

石見銀山をはじめとする歴史を生かした
創造的な人づくり（教育・文化）

3,064
「石見銀山遺跡とその文化的景
観」世界遺産登録１０周年に向
け、事業を推進する

石見銀山遺跡
世界遺産登録
１０周年事業

48
ＥＳＤ（持続可能な社会の担い
手を育む教育）の学校教育へ
の普及を図る

ＥＳＤ推進事業

201

全国大会に出場する選手（団
体）に対する補助及び、トップ
アスリートと触れ合う機会を
設け、スポーツ活動の活性化
を図る

スポーツ選手
強化育成事業

　
２
月
臨
時
市
議
会
で

   

　
　
審
議
さ
れ
た
内
容

【
２
月
９
日
】

▼
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

　
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付

金
給
付
事
業
　
　
　
　
２
億
１
０
０
万
円

　
賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
低

所
得
の
年
金
受
給
者
の
方
に
支
援
を
行

う
た
め
の
給
付
金
の
う
ち
、65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
方
に
つ
い
て
は
平
成
28
年
前
半

の
個
人
消
費
の
下
支
え
の
観
点
か
ら
早

期
に
支
給
す
る
た
め
、追
加
す
る
も
の
。

　
４
月
臨
時
市
議
会
で

   

　
　
審
議
さ
れ
た
内
容

【
４
月
20
日
】

▼
平
成
28
年
度
大
田
市
病
院
事
業
会
計

補
正
予
算
　
　
　
　
　
　
　 

（
第
１
号
）

 

　
　
　
　
１
億
４
８
３
１
万
１
０
０
０
円

　
基
本
設
計
の
変
更
に
伴
い
、実
施
設
計

の
見
直
し
を
行
い
、建
物
整
備
費
を
増
加

す
る
も
の
。

▼
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

　
監
査
委
員
に
林
茂
樹
議
員
を
選
任
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、議
会
の
同
意
が
も
と

め
ら
れ
、こ
れ
に
同
意
し
ま
し
た
。

1
月
25
日

・
仁
摩
道
の
駅（
仮
称
）

整
備
計
画（
素
案
）に

つ
い
て

・
大
田
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン

基
本
構
想（
案
）に
つ

い
て

2
月
25
日

・
次
期
可
燃
ご
み
処
理
シ

ス
テ
ム
調
査
検
討
事
業

に
つ
い
て

・
仁
摩
道
の
駅（
仮
称
）

整
備
計
画（
素
案
）に

つ
い
て

3
月
1
日

・
大
田
市
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画（
案
）に
つ

い
て

3
月
17
日

・
大
田
市
公
共
施
設
総
合

管
理
計
画
に
つ
い
て

〜
議
案
の
審
査
ま

た
は
議
会
の
運
営

に
関
し
協
議
・
調
整

を
お
こ
な
い
ま
す
〜

　新年度一般会計予算は、対前年度 当初比０.１％減
で限られた財源の中、予算編成には大変なご尽力が
あった。
　産業振興は、地場産業の支援・育成、６次産業化の
推進、販路拡大や企業誘致、人材の育成など総合的
な施策が盛り込まれ、大いに期待する。
　高齢化が進む大田市にとって、子育て支援、健康
づくり、地域医療の充実・確保は、市民生活に直結し
た課題であり、安心して暮らせる社会の実現には欠
くことの出来ない予算であり、評価するものである。
　山陰道開通を視野に入れた「道の駅」整備計画は、
休息機能のほか、情報発信、地域連携機能を果たす
拠点施設として、計画的な整備を期待する。
　協働のまちづくりの一環として、定住対策、公共施
設の適正化、行財政改革推進事業、地域おこし協力
隊員の活用など、着実な事業の実行を願う。
　大田市の財政状況は、地方交付税等による依存財
源に頼るところが多く、自主財源の確保、歳出の適
正化が求められるが、財政健全化計画に基づき効率
的な行政運営と、更なる改革の推進を望む。

　反対する理由は次のとおり。
・大田市中小企業育成資金貸付制度。平成22年から

５年間も実績がゼロである。貸付窓口を産業支援セ
ンターにするなど、見直しを求める。

・福祉ネットワークにじ販売拡大員設置事業が来年
度終了する。障がいを持つ働く人の所得を支援す
る事業をなくすべきではない。

・個人番号カード交付関連事業。一人一人の社会保
障の利用状況を国が一体で把握し、社会保障費の
抑制・削減を「効率的」に進めようとするのが狙い
であり、市民にとって個人情報の漏えいや不正使用
の危険性を抱えるものとなる。今からでも凍結すべ
き。

・行財政改革。平成28年度に温泉津・仁摩支所の今
後のあり方について検討するとしている。住民本位
のまちづくりを進めるべきであり、支所の統廃合は
許されない。職員の削減、各種補助金のカットなど
は慎重にすべきである。

胡摩田　弘孝　議員 大西　修　議員

賛
成

反
対

平成２８年度　一般会計予算　主な新規・拡充事業
～大田市総合計画　施策体系別～

（単位：万円）

全
員
協
議
会

　
　
　の
議
題
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る経費
○ふるさと大田創業支援事業 
　外

産業振興
プロジェクト
推進事業
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山陰道の全線開通時（平成
32年度目標）を目処に、観光
案内や産業振興の拠点とし
て、仁摩・石見銀山 I C出口正
面に、道の駅の整備を進める
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道の駅
整備事業
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大田市の多様な魅力を発
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発信事業

だれもが住みよく、安心・やすらぎを感じる
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130,150保育園等及び地域型保育事
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県央の中核都市にふさわしい、
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温泉津温泉街（市道湯乃街
線）において、舗装の美装化
等の景観整備を図る

街なみ
環境整備事業

9,500
市内5路線において、道路スト
ック総点検結果に基づく舗装
改築事業の実施
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に向け必要なシステムの改修
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石見銀山をはじめとする歴史を生かした
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「石見銀山遺跡とその文化的景
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け、事業を推進する

石見銀山遺跡
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１０周年事業
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ＥＳＤ（持続可能な社会の担い
手を育む教育）の学校教育へ
の普及を図る

ＥＳＤ推進事業
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全国大会に出場する選手（団
体）に対する補助及び、トップ
アスリートと触れ合う機会を
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円
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設
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の
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つ
い
て
、議
会
の
同
意
が
も
と

め
ら
れ
、こ
れ
に
同
意
し
ま
し
た
。

1
月
25
日

・
仁
摩
道
の
駅（
仮
称
）

整
備
計
画（
素
案
）に

つ
い
て

・
大
田
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン

基
本
構
想（
案
）に
つ

い
て

2
月
25
日

・
次
期
可
燃
ご
み
処
理
シ

ス
テ
ム
調
査
検
討
事
業

に
つ
い
て

・
仁
摩
道
の
駅（
仮
称
）

整
備
計
画（
素
案
）に

つ
い
て

3
月
1
日

・
大
田
市
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画（
案
）に
つ

い
て

3
月
17
日

・
大
田
市
公
共
施
設
総
合

管
理
計
画
に
つ
い
て

〜
議
案
の
審
査
ま

た
は
議
会
の
運
営

に
関
し
協
議
・
調
整

を
お
こ
な
い
ま
す
〜

　新年度一般会計予算は、対前年度 当初比０.１％減
で限られた財源の中、予算編成には大変なご尽力が
あった。
　産業振興は、地場産業の支援・育成、６次産業化の
推進、販路拡大や企業誘致、人材の育成など総合的
な施策が盛り込まれ、大いに期待する。
　高齢化が進む大田市にとって、子育て支援、健康
づくり、地域医療の充実・確保は、市民生活に直結し
た課題であり、安心して暮らせる社会の実現には欠
くことの出来ない予算であり、評価するものである。
　山陰道開通を視野に入れた「道の駅」整備計画は、
休息機能のほか、情報発信、地域連携機能を果たす
拠点施設として、計画的な整備を期待する。
　協働のまちづくりの一環として、定住対策、公共施
設の適正化、行財政改革推進事業、地域おこし協力
隊員の活用など、着実な事業の実行を願う。
　大田市の財政状況は、地方交付税等による依存財
源に頼るところが多く、自主財源の確保、歳出の適
正化が求められるが、財政健全化計画に基づき効率
的な行政運営と、更なる改革の推進を望む。

　反対する理由は次のとおり。
・大田市中小企業育成資金貸付制度。平成22年から

５年間も実績がゼロである。貸付窓口を産業支援セ
ンターにするなど、見直しを求める。

・福祉ネットワークにじ販売拡大員設置事業が来年
度終了する。障がいを持つ働く人の所得を支援す
る事業をなくすべきではない。

・個人番号カード交付関連事業。一人一人の社会保
障の利用状況を国が一体で把握し、社会保障費の
抑制・削減を「効率的」に進めようとするのが狙い
であり、市民にとって個人情報の漏えいや不正使用
の危険性を抱えるものとなる。今からでも凍結すべ
き。

・行財政改革。平成28年度に温泉津・仁摩支所の今
後のあり方について検討するとしている。住民本位
のまちづくりを進めるべきであり、支所の統廃合は
許されない。職員の削減、各種補助金のカットなど
は慎重にすべきである。

胡摩田　弘孝　議員 大西　修　議員

賛
成

反
対

平成２８年度　一般会計予算　主な新規・拡充事業
～大田市総合計画　施策体系別～

（単位：万円）

全
員
協
議
会

　
　
　の
議
題
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◇
３
月
定
例
会
提
出
議
案
等
賛
否
一
覧
表

◇
２
月
臨
時
会
提
出
議
案
賛
否
一
覧
表

　
　

　
議

　
員

　
名

　
等

　
議

　
案

　
名

　
等

議
決

結
果

賛
 

成
 

：
反対等

河村賢治

森山幸太

胡摩田弘孝

森山明弘

小川和也

三浦

　
靖

石田洋治

松村信之

小林

　
太

林

　
茂樹

内藤芳秀

大西

　
修

月森和弘

木村幸司

塩谷裕志

有光孝次

福田佳代子

石橋秀利

清水

　
勝

松葉昌修
■

市
長

提
出

議
案

議
案

第
207号

平
成

28年
度

大
田

市
一

般
会

計
予

算
原

案
可

決
17 ：

2 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

●
○

○
○

○
●

○
○

―
議

案
第

208号
平

成
28年

度
大

田
市

国
民

健
康

保
険

事
業

特
別

会
計

予
算

原
案

可
決

17 ：
2 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
○

●
○

○
―

議
案

第
209号

平
成

28年
度

大
田

市
国

民
健

康
保

険
診

療
所

事
業

特
別

会
計

予
算

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
210号

平
成

28年
度

大
田

市
後

期
高

齢
者

医
療

事
業

特
別

会
計

予
算

原
案

可
決

17 ：
2 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
○

●
○

○
―

議
案

第
211号

平
成

28年
度

大
田

市
介

護
保

険
事

業
特

別
会

計
予

算
原

案
可

決
17 ：

2 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

●
○

○
○

○
●

○
○

―
議

案
第

212号
平

成
28年

度
大

田
市

住
宅

新
築

資
金

等
貸

付
事

業
特

別
会

計
予

算
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

213号
平

成
28年

度
大

田
市

生
活

排
水

処
理

事
業

特
別

会
計

予
算

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
214号

平
成

28年
度

大
田

市
簡

易
給

水
施

設
事

業
特

別
会

計
予

算
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

215号
平

成
28年

度
大

田
市

農
業

集
落

排
水

事
業

特
別

会
計

予
算

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
216号

平
成

28年
度

大
田

市
大

田
市

駅
周

辺
土

地
区

画
整

理
事

業
特

別
会

計
予

算
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

217号
平

成
28年

度
大

田
市

下
水

道
事

業
特

別
会

計
予

算
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

218号
平

成
28年

度
大

田
市

水
道

事
業

会
計

予
算

原
案

可
決

17 ：
2 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
○

●
○

○
―

議
案

第
219号

平
成

28年
度

大
田

市
病

院
事

業
会

計
予

算
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

220号
平

成
27年

度
大

田
市

一
般

会
計

補
正

予
算（

第
5号

）
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

221号
平

成
27年

度
大

田
市

国
民

健
康

保
険

事
業

特
別

会
計

補
正

予
算（

第
4号

）
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

222号
平

成
27年

度
大

田
市

後
期

高
齢

者
医

療
事

業
特

別
会

計
補

正
予

算（
第

2号
）

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
223号

平
成

27年
度

大
田

市
介

護
保

険
事

業
特

別
会

計
補

正
予

算（
第

3号
）

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
224号

平
成

27年
度

大
田

市
生

活
排

水
処

理
事

業
特

別
会

計
補

正
予

算（
第

1号
）

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
225号

平
成

27年
度

大
田

市
簡

易
給

水
施

設
事

業
特

別
会

計
補

正
予

算（
第

2号
）

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
226号

平
成

27年
度

大
田

市
農

業
集

落
排

水
事

業
特

別
会

計
補

正
予

算（
第

1号
）

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
227号

平
成

27年
度

大
田

市
下

水
道

事
業

特
別

会
計

補
正

予
算（

第
2号

）
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

228号
平

成
27年

度
大

田
市

水
道

事
業

会
計

補
正

予
算（

第
2号

）
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

229号
平

成
27年

度
大

田
市

病
院

事
業

会
計

補
正

予
算（

第
3号

）
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

230号
大

田
市

行
政

不
服

審
査

法
施

行
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

231号
大

田
市

情
報

公
開

条
例

等
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

232号
大

田
市

議
会

の
議

員
そ

の
他

非
常

勤
の

職
員

の
公

務
災

害
補

償
等

に
関

す
る

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

制
定

に
つ

い
て

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
233号

大
田

市
職

員
の

勤
務

時
間

に
関

す
る

条
例

等
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

234号
大

田
市

職
員

の
給

与
に

関
す

る
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

235号
大

田
市

市
長

、副
市

長
及

び
教

育
長

の
給

与
に

関
す

る
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

236号
大

田
市

税
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―

　
　

　
議

　
員

　
名

　
等

　
議

　
案

　
名

　
等

議
決

結
果

賛
 

成
 

：
反対等

河村賢治

森山幸太

胡摩田弘孝

森山明弘

小川和也

三浦

　
靖

石田洋治

松村信之

小林

　
太

林

　
茂樹

内藤芳秀

大西

　
修

月森和弘

木村幸司

塩谷裕志

有光孝次

福田佳代子

石橋秀利

清水

　
勝

松葉昌修
■

市
長

提
出

議
案

議
案

第
206号

平
成

27年
度

大
田

市
一

般
会

計
補

正
予

算（
第

4号
）

原
案

可
決

16  ：
1  

○
○

○
○

欠
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

欠
○

●
̶

　
　

　
議

　
員

　
名

　
等

　
議

　
案

　
名

　
等

議
決

結
果

賛
 

成
 

：
反対等

河村賢治

森山幸太

胡摩田弘孝

森山明弘

小川和也

三浦

　
靖

石田洋治

松村信之

小林

　
太

林

　
茂樹

内藤芳秀

大西

　
修

月森和弘

木村幸司

塩谷裕志

有光孝次

福田佳代子

石橋秀利

清水

　
勝

松葉昌修
■

市
長

提
出

議
案

議
案

第
237号

大
田

市
地

域
振

興
を

促
進

す
る

た
め

の
固

定
資

産
税

の
課

税
免

除
に

関
す

る
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
17 ：

2 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

●
○

○
○

○
●

○
○

―

議
案

第
238号

大
田

市
国

民
健

康
保

険
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
17 ：

2 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

●
○

○
○

○
●

○
○

―

議
案

第
239号

大
田

市
指

定
地

域
密

着
型

サ
ー

ビ
ス

の
事

業
の

人
員

、設
備

及
び

運
営

に
関

す
る

基
準

等
を

定
め

る
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
17 ：

2 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

●
○

○
○

○
●

○
○

―

議
案

第
240号

大
田

市
指

定
地

域
密

着
型

介
護

予
防

サ
ー

ビ
ス

の
事

業
の

人
員

、設
備

及
び

運
営

並
び

に
指

定
地

域
密

着
型

介
護

予
防

サ
ー

ビ
ス

に
係

る
介

護
予

防
の

た
め

の
効

果
的

な
支

援
の

方
法

に
関

す
る

基
準

等
を

定
め

る
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
17 ：

2 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

●
○

○
○

○
●

○
○

―

議
案

第
241号

大
田

市
農

業
委

員
会

の
求

め
に

よ
り

出
頭

し
た

者
に

対
す

る
旅

費
支

給
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―

議
案

第
242号

大
田

市
手

数
料

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

制
定

に
つ

い
て

原
案

可
決

17 ：
2 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
○

●
○

○
―

議
案

第
243号

大
田

市
火

災
予

防
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

244号
大

田
市

消
防

団
員

等
公

務
災

害
補

償
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

245号
大

田
市

過
疎

地
域

自
立

促
進

計
画

の
変

更
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

246号
大

田
市

過
疎

地
域

自
立

促
進

計
画

の
策

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

247号
市

道
路

線
の

変
更

に
つ

い
て

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
249号

人
権

擁
護

委
員

候
補

者
の

推
薦

に
つ

き
意

見
を

求
め

る
こ

と
に

つ
い

て
異

議
な

し
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

250号
人

権
擁

護
委

員
候

補
者

の
推

薦
に

つ
き

意
見

を
求

め
る

こ
と

に
つ

い
て

異
議

な
し

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
251号

人
権

擁
護

委
員

候
補

者
の

推
薦

に
つ

き
意

見
を

求
め

る
こ

と
に

つ
い

て
異

議
な

し
19

：
0

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

■
議

員
提

出
議

案
議

案
第

248号
大

田
市

議
会

議
員

の
議

員
報

酬
及

び
費

用
弁

償
支

給
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
意

第
10号

参
議

院
選

挙
制

度
に

対
す

る
意

見
書

の
提

出
に

つ
い

て
原

案
可

決
17

：
2

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
○

●
○

○
―

■
陳

情
陳

情
第

11号
国

民
皆

保
険

制
度

の
維

持・発
展

を
求

め
る

意
見

書
採

択
方

に
つ

い
て

不
採

択
17 ：

1
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

●
○

○
○

○
欠

○
○

―
陳

情
第

12号
TPP協

定
を

国
会

で
批

准
し

な
い

こ
と

を
求

め
る

意
見

書
提

出
方

に
つ

い
て

継
続

審
査

議
会

閉
会

中
の

継
続

審
査

（
産

業
建

設
委

員
会

付
託

）
※

定
数

２０
名

、
う

ち
議

長
（

松
葉

昌
修

）
は

採
決

に
加

わ
り

ま
せ

ん
　

※
○

は
賛

成
、

●
は

反
対

等
(反

対
、

継
続

審
査

、
態

度
保

留
等

々
）　

※
欠

は
欠

席
　

※
除

は
除

斥
（

当
該

議
員

の
一

身
上

ま
た

は
利

害
関

係
の

あ
る

議
案

の
た

め
採

決
等

議
事

に
は

加
わ

り
ま

せ
ん

）
※

陳
情

第
１１

号
は

不
採

択
と

す
る

委
員

長
報

告
に

賛
成

の
議

員
を

○
と

し
て

お
り

、
そ

れ
以

外
の

議
員

は
●

と
し

て
い

ま
す

◇
４
月
臨
時
会
提
出
議
案
等
賛
否
一
覧
表

　
　

　
議

　
員

　
名

　
等

　
議

　
案

　
名

　
等

議
決

結
果

賛
 

成
 

：
反対等

木村幸司

森山幸太

胡摩田弘孝

森山明弘

小川和也

三浦

　
靖

石田洋治

松村信之

小林

　
太

松葉昌修

河村賢治

林

　
茂樹

大西

　
修

月森和弘

塩谷裕志

有光孝次

福田佳代子

石橋秀利

清水

　
勝

内藤芳秀
■

市
長

提
出

議
案

議
案

第
253号

専
決

処
分（

平
成

２７
年

度
大

田
市

一
般

会
計

補
正

予
算（

第
６

号
））の

承
認

に
つ

い
て

　
承

認
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

254号
平

成
２８

年
度

大
田

市
病

院
事

業
会

計
補

正
予

算（
第

１
号

）　
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

255号
監

査
委

員
の

選
任

に
つ

き
同

意
を

求
め

る
こ

と
に

つ
い

て
同

意
18

：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
除

○
○

○
○

○
○

○
―

■
議

員
提

出
議

案
議

案
第

252号
大

田
市

議
会

会
議

規
則

の
一

部
を

改
正

す
る

規
則

制
定

に
つ

い
て

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

意
第

11号
地

域
の

実
情

を
反

映
し

た
地

域
医

療
構

想
を

求
め

る
意

見
書

の
提

出
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
※

定
数

２０
名

、
う

ち
議

長
（

内
藤

芳
秀

）
は

採
決

に
加

わ
り

ま
せ

ん
　

※
○

は
賛

成
、

●
は

反
対

等
(反

対
、

継
続

審
査

、
態

度
保

留
等

々
）　

※
除

は
除

斥
（

当
該

議
員

の
一

身
上

ま
た

は
利

害
関

係
の

あ
る

議
案

の
た

め
採

決
等

議
事

に
は

加
わ

り
ま

せ
ん

）
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◇
３
月
定
例
会
提
出
議
案
等
賛
否
一
覧
表

◇
２
月
臨
時
会
提
出
議
案
賛
否
一
覧
表

　
　

　
議

　
員

　
名

　
等

　
議

　
案

　
名

　
等

議
決

結
果

賛
 

成
 

：
反対等

河村賢治

森山幸太

胡摩田弘孝

森山明弘

小川和也

三浦

　
靖

石田洋治

松村信之

小林

　
太

林

　
茂樹

内藤芳秀

大西

　
修

月森和弘

木村幸司

塩谷裕志

有光孝次

福田佳代子

石橋秀利

清水

　
勝

松葉昌修
■

市
長

提
出

議
案

議
案

第
207号

平
成

28年
度

大
田

市
一

般
会

計
予

算
原

案
可

決
17 ：

2 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

●
○

○
○

○
●

○
○

―
議

案
第

208号
平

成
28年

度
大

田
市

国
民

健
康

保
険

事
業

特
別

会
計

予
算

原
案

可
決

17 ：
2 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
○

●
○

○
―

議
案

第
209号

平
成

28年
度

大
田

市
国

民
健

康
保

険
診

療
所

事
業

特
別

会
計

予
算

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
210号

平
成

28年
度

大
田

市
後

期
高

齢
者

医
療

事
業

特
別

会
計

予
算

原
案

可
決

17 ：
2 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
○

●
○

○
―

議
案

第
211号

平
成

28年
度

大
田

市
介

護
保

険
事

業
特

別
会

計
予

算
原

案
可

決
17 ：

2 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

●
○

○
○

○
●

○
○

―
議

案
第

212号
平

成
28年

度
大

田
市

住
宅

新
築

資
金

等
貸

付
事

業
特

別
会

計
予

算
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

213号
平

成
28年

度
大

田
市

生
活

排
水

処
理

事
業

特
別

会
計

予
算

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
214号

平
成

28年
度

大
田

市
簡

易
給

水
施

設
事

業
特

別
会

計
予

算
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

215号
平

成
28年

度
大

田
市

農
業

集
落

排
水

事
業

特
別

会
計

予
算

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
216号

平
成

28年
度

大
田

市
大

田
市

駅
周

辺
土

地
区

画
整

理
事

業
特

別
会

計
予

算
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

217号
平

成
28年

度
大

田
市

下
水

道
事

業
特

別
会

計
予

算
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

218号
平

成
28年

度
大

田
市

水
道

事
業

会
計

予
算

原
案

可
決

17 ：
2 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
○

●
○

○
―

議
案

第
219号

平
成

28年
度

大
田

市
病

院
事

業
会

計
予

算
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

220号
平

成
27年

度
大

田
市

一
般

会
計

補
正

予
算（

第
5号

）
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

221号
平

成
27年

度
大

田
市

国
民

健
康

保
険

事
業

特
別

会
計

補
正

予
算（

第
4号

）
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

222号
平

成
27年

度
大

田
市

後
期

高
齢

者
医

療
事

業
特

別
会

計
補

正
予

算（
第

2号
）

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
223号

平
成

27年
度

大
田

市
介

護
保

険
事

業
特

別
会

計
補

正
予

算（
第

3号
）

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
224号

平
成

27年
度

大
田

市
生

活
排

水
処

理
事

業
特

別
会

計
補

正
予

算（
第

1号
）

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
225号

平
成

27年
度

大
田

市
簡

易
給

水
施

設
事

業
特

別
会

計
補

正
予

算（
第

2号
）

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
226号

平
成

27年
度

大
田

市
農

業
集

落
排

水
事

業
特

別
会

計
補

正
予

算（
第

1号
）

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
227号

平
成

27年
度

大
田

市
下

水
道

事
業

特
別

会
計

補
正

予
算（

第
2号

）
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

228号
平

成
27年

度
大

田
市

水
道

事
業

会
計

補
正

予
算（

第
2号

）
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

229号
平

成
27年

度
大

田
市

病
院

事
業

会
計

補
正

予
算（

第
3号

）
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

230号
大

田
市

行
政

不
服

審
査

法
施

行
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

231号
大

田
市

情
報

公
開

条
例

等
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

232号
大

田
市

議
会

の
議

員
そ

の
他

非
常

勤
の

職
員

の
公

務
災

害
補

償
等

に
関

す
る

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

制
定

に
つ

い
て

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
233号

大
田

市
職

員
の

勤
務

時
間

に
関

す
る

条
例

等
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

234号
大

田
市

職
員

の
給

与
に

関
す

る
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

235号
大

田
市

市
長

、副
市

長
及

び
教

育
長

の
給

与
に

関
す

る
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

236号
大

田
市

税
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―

　
　

　
議

　
員

　
名

　
等

　
議

　
案

　
名

　
等

議
決

結
果

賛
 

成
 

：
反対等

河村賢治

森山幸太

胡摩田弘孝

森山明弘

小川和也

三浦

　
靖

石田洋治

松村信之

小林

　
太

林

　
茂樹

内藤芳秀

大西

　
修

月森和弘

木村幸司

塩谷裕志

有光孝次

福田佳代子

石橋秀利

清水

　
勝

松葉昌修
■

市
長

提
出

議
案

議
案

第
206号

平
成

27年
度

大
田

市
一

般
会

計
補

正
予

算（
第

4号
）

原
案

可
決

16  ：
1  

○
○

○
○

欠
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

欠
○

●
̶

　
　

　
議

　
員

　
名

　
等

　
議

　
案

　
名

　
等

議
決

結
果

賛
 

成
 

：
反対等

河村賢治

森山幸太

胡摩田弘孝

森山明弘

小川和也

三浦

　
靖

石田洋治

松村信之

小林

　
太

林

　
茂樹

内藤芳秀

大西

　
修

月森和弘

木村幸司

塩谷裕志

有光孝次

福田佳代子

石橋秀利

清水

　
勝

松葉昌修
■

市
長

提
出

議
案

議
案

第
237号

大
田

市
地

域
振

興
を

促
進

す
る

た
め

の
固

定
資

産
税

の
課

税
免

除
に

関
す

る
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
17 ：

2 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

●
○

○
○

○
●

○
○

―

議
案

第
238号

大
田

市
国

民
健

康
保

険
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
17 ：

2 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

●
○

○
○

○
●

○
○

―

議
案

第
239号

大
田

市
指

定
地

域
密

着
型

サ
ー

ビ
ス

の
事

業
の

人
員

、設
備

及
び

運
営

に
関

す
る

基
準

等
を

定
め

る
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
17 ：

2 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

●
○

○
○

○
●

○
○

―

議
案

第
240号

大
田

市
指

定
地

域
密

着
型

介
護

予
防

サ
ー

ビ
ス

の
事

業
の

人
員

、設
備

及
び

運
営

並
び

に
指

定
地

域
密

着
型

介
護

予
防

サ
ー

ビ
ス

に
係

る
介

護
予

防
の

た
め

の
効

果
的

な
支

援
の

方
法

に
関

す
る

基
準

等
を

定
め

る
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
17 ：

2 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

●
○

○
○

○
●

○
○

―

議
案

第
241号

大
田

市
農

業
委

員
会

の
求

め
に

よ
り

出
頭

し
た

者
に

対
す

る
旅

費
支

給
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―

議
案

第
242号

大
田

市
手

数
料

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

制
定

に
つ

い
て

原
案

可
決

17 ：
2 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
○

●
○

○
―

議
案

第
243号

大
田

市
火

災
予

防
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

244号
大

田
市

消
防

団
員

等
公

務
災

害
補

償
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

245号
大

田
市

過
疎

地
域

自
立

促
進

計
画

の
変

更
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

246号
大

田
市

過
疎

地
域

自
立

促
進

計
画

の
策

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

247号
市

道
路

線
の

変
更

に
つ

い
て

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
249号

人
権

擁
護

委
員

候
補

者
の

推
薦

に
つ

き
意

見
を

求
め

る
こ

と
に

つ
い

て
異

議
な

し
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

250号
人

権
擁

護
委

員
候

補
者

の
推

薦
に

つ
き

意
見

を
求

め
る

こ
と

に
つ

い
て

異
議

な
し

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

議
案

第
251号

人
権

擁
護

委
員

候
補

者
の

推
薦

に
つ

き
意

見
を

求
め

る
こ

と
に

つ
い

て
異

議
な

し
19

：
0

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

■
議

員
提

出
議

案
議

案
第

248号
大

田
市

議
会

議
員

の
議

員
報

酬
及

び
費

用
弁

償
支

給
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
制

定
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
意

第
10号

参
議

院
選

挙
制

度
に

対
す

る
意

見
書

の
提

出
に

つ
い

て
原

案
可

決
17

：
2

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
○

●
○

○
―

■
陳

情
陳

情
第

11号
国

民
皆

保
険

制
度

の
維

持・発
展

を
求

め
る

意
見

書
採

択
方

に
つ

い
て

不
採

択
17 ：

1
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

●
○

○
○

○
欠

○
○

―
陳

情
第

12号
TPP協

定
を

国
会

で
批

准
し

な
い

こ
と

を
求

め
る

意
見

書
提

出
方

に
つ

い
て

継
続

審
査

議
会

閉
会

中
の

継
続

審
査

（
産

業
建

設
委

員
会

付
託

）
※

定
数

２０
名

、
う

ち
議

長
（

松
葉

昌
修

）
は

採
決

に
加

わ
り

ま
せ

ん
　

※
○

は
賛

成
、

●
は

反
対

等
(反

対
、

継
続

審
査

、
態

度
保

留
等

々
）　

※
欠

は
欠

席
　

※
除

は
除

斥
（

当
該

議
員

の
一

身
上

ま
た

は
利

害
関

係
の

あ
る

議
案

の
た

め
採

決
等

議
事

に
は

加
わ

り
ま

せ
ん

）
※

陳
情

第
１１

号
は

不
採

択
と

す
る

委
員

長
報

告
に

賛
成

の
議

員
を

○
と

し
て

お
り

、
そ

れ
以

外
の

議
員

は
●

と
し

て
い

ま
す

◇
４
月
臨
時
会
提
出
議
案
等
賛
否
一
覧
表

　
　

　
議

　
員

　
名

　
等

　
議

　
案

　
名

　
等

議
決

結
果

賛
 

成
 

：
反対等

木村幸司

森山幸太

胡摩田弘孝

森山明弘

小川和也

三浦

　
靖

石田洋治

松村信之

小林

　
太

松葉昌修

河村賢治

林

　
茂樹

大西

　
修

月森和弘

塩谷裕志

有光孝次

福田佳代子

石橋秀利

清水

　
勝

内藤芳秀
■

市
長

提
出

議
案

議
案

第
253号

専
決

処
分（

平
成

２７
年

度
大

田
市

一
般

会
計

補
正

予
算（

第
６

号
））の

承
認

に
つ

い
て

　
承

認
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

254号
平

成
２８

年
度

大
田

市
病

院
事

業
会

計
補

正
予

算（
第

１
号

）　
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
議

案
第

255号
監

査
委

員
の

選
任

に
つ

き
同

意
を

求
め

る
こ

と
に

つ
い

て
同

意
18

：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
除

○
○

○
○

○
○

○
―

■
議

員
提

出
議

案
議

案
第

252号
大

田
市

議
会

会
議

規
則

の
一

部
を

改
正

す
る

規
則

制
定

に
つ

い
て

原
案

可
決

19 ：
0 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
―

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

意
第

11号
地

域
の

実
情

を
反

映
し

た
地

域
医

療
構

想
を

求
め

る
意

見
書

の
提

出
に

つ
い

て
原

案
可

決
19 ：

0 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

―
※

定
数

２０
名

、
う

ち
議

長
（

内
藤

芳
秀

）
は

採
決

に
加

わ
り

ま
せ

ん
　

※
○

は
賛

成
、

●
は

反
対

等
(反

対
、

継
続

審
査

、
態

度
保

留
等

々
）　

※
除

は
除

斥
（

当
該

議
員

の
一

身
上

ま
た

は
利

害
関

係
の

あ
る

議
案

の
た

め
採

決
等

議
事

に
は

加
わ

り
ま

せ
ん

）



市政にここが聞きたい いっぱん質問
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いっぱん質問

大
田
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
構
想
を
問
う

わ
が
里
を
誇
り
、大
田
と
世
界
の
未
来
を
ひ
ら
く

市政に対する一般質問は、3月３日、４日に行われ、13人の
議員が執行部の考えをただしました。質問と答弁の要旨
は次のとおりです。掲載する質問事項は、紙面の都合上、広
報広聴委員会で選定し、１人１議題としています。(これまで
の内容は、ホームページ（http://www.city.ohda.lg.jp/）
で閲覧できます。）

①
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
構
想

で
、計
画
推
進
の
取
り
組
み
と

し
て
随
所
に
連
携
と
い
う
言
葉
が
使
わ

れ
て
い
る
。所
管
も
組
織
体
も
違
う
団

体
で
、連
携
す
る
と
い
う
こ
と
は
大
変

困
難
で
あ
る
。ど
の
よ
う
な
手
法
で
連

携
を
す
る
の
か
。

②
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
役
割
を
自
覚

し
て
、協
働
し
て
目
標
の
達
成
が
で
き

る
取
り
組
み
と
は
、ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
か
。　

③
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
、キ
ー

ワ
ー
ド
の
中
に「
学
力
の
向
上
」が
な
い

の
は
な
ぜ
か
。

①
連
携
す
る
に
は
、０
歳
か
ら
18

歳
ま
で
の
教
育
及
び
生
涯
を
通

じ
て
取
り
組
む
教
育
の
基
本
的
な
方
向
性

を
共
有
で
き
る
よ
う
、啓
発
普
及
に
努
め
た

い
。そ
の
た
め
に
、各
機
関
・
団
体
な
ど
が

連
携･

協
議
す
る
場
を
設
け
た
い
。

②
目
標
達
成
の
た
め
、（
ア
）地
域
に
開
か
れ

た
学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る（
イ
）地
域
住

民
が
学
習
支
援
や
環
境
整
備
、登
下
校
の
見

守
り
な
ど
学
校
を
支
え
る
活
動（
ウ
）放
課

後
の
居
場
所
確
保
の
実
施（
エ
）家
庭
教
育

の
充
実
を
図
る
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
考

え
る
。

③
関
連
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、自
己
教

育
力
、調
和
の
と

れ
た
学
力
、た
く

ま
し
く
生
き
抜
く

力
を
掲
げ
て
い
る
。

ま
た
、学
力
向
上
と

は
、確
か
な
学
力
で

あ
り
、そ
れ
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
盛

り
込
ん
で
ほ
し
い

と
い
う
意
見
も
あ

り
、そ
う
い
っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、教
育

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

し
て
い
る
。

質
問

答
弁

木村　幸司 議員

市
長
が
示
す
施
政
方
針
で
の

　
　
　「
健
康
ま
ち
づ
く
り
」構
想
と
は

大
田
市
全
体
が
ス
マ
ー
ト
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス･
シ
テ
ィ
、

観
光
の
側
面
か
ら
健
康
保
養
都
市
お
お
だ
を
目
指
す

　
市
長
が
施
政
方
針
で
示
さ

れ
た「
健
康
ま
ち
づ
く
り
」構

想
で
は〝 

ま
ち 

〞そ
の
も
の
が
健
全
で

健
康
で
あ
る〝 

ま
ち
づ
く
り 

〞が
重
要

で
あ
り
、ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の

取
り
組
み
を
通
し
、大
田
市
版
ク
ア
オ

ル
ト
を
確
立
し
て「
健
康
保
養
都
市
お

お
だ
」を
目
指
す
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
施
策
で
ど
の
よ
う
な
課
題
を

解
決
し
、新
し
い
大
田
市
を
目
指
さ
れ

る
の
か
問
う
。

　
一
つ
に
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
再
生
や
健
康
づ
く
り
に
つ
な

が
り
、交
通
弱
者
対
策
そ
し
て
健
康
関
連
産

業
に
お
け
る
需
要
の
拡
大
ま
た
医
療
費
抑

制
に
向
け
た
社
会
的
要
請
課
題
に
寄
与
で

き
る
よ
う
に
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
、自
転

車
で
気
軽
に
移
動
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
。

　
二
つ
に
は
、人
、ま
ち
、社
会
の
健
康
ま
ち

づ
く
り
と
い
う
観
点
の
も
と
、健
康
ウ
オ
ー

ク
等
の
取
り
組
み
の
成
果
や
課
題
を
検
証

し
、人
材
育
成
や
環
境
整
備
方
針
、医
科
学

的
裏
づ
け
を
持
っ
た
新
た
な
健
康
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
の
策
定
を
推
進
し
、大
田
市
版
ク

ア
オ
ル
ト
を
確
立
す
る
。

　
さ
ら
に
は
一
年
を
通
じ
て
健
康
づ
く
り

を
楽
し
み
、心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
、歴
史
を
探
訪
し
、自
然
を
五
感
で
楽
し

み
、そ
し
て
何
度
で
も
訪
れ
た
く
な
る
滞
在

型
の
観
光
地
と
し
た
い
。

　
大
田
市
全
体
が
ス
マ
ー
ト
・
ウ
ェ
ル
ネ

ス
・
シ
テ
ィ
、そ
し
て
観
光
の
側
面
か
ら
健

康
保
養
都
市
を
目
指
す
。

質
問

答
弁

小林　太 議員

市
内
幹
線
道
路
網
整
備
方
針
と

　
　
　
　
　改
良
率
整
備
進
捗
は

道
路
基
盤
の
整
備
は
一
つ
の
柱
で
あ
り

　
　
　
　整
備
状
況
な
ど
の
周
知
も
努
め
て
い
く

　
山
陰
自
動
車
道
は
５
年
後

の
平
成
32
年
度
、全
線
開
通
を

目
標
と
す
る
中
、大
田
朝
山
間
が
平
成

29
年
度
、多
伎
朝
山
間
が
30
年
度
に
開

通
予
定
と
な
っ
た
。

　
市
内
幹
線
道
路
網
の
整
備
状
況
に
つ

い
て
は
、関
係
者
以
外
に
は
よ
く
わ
か

ら
ず
、整
備
計
画
や
予
定
、進
捗
状
況
が

見
え
な
い
と
い
う
印
象
を
市
民
に
与
え

る
こ
と
が
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
以
上
に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

し
た
手
法
で
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
す

べ
き
か
を
含
め
、市
内
幹
線
道
路
網
の

整
備
方
針
、改
良
率
、整
備
進
捗
に
つ
い

て
問
う
。

　
山
陰
道
開
通
に
合
わ
せ
た
道

路
整
備
は
重
要
施
策
の
一
つ
と

位
置
づ
け
、国
、県
に
要
望
を
働
き
か
け
、そ

れ
ぞ
れ
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

　
国
道
の
う
ち
山
陰
道
に
つ
い
て
は
、大
田

市
管
内
で
は
整
備
率
34・
２
％
、そ
の
他
の

国
道
は
１
０
０
％
。県
道
は
改
良
率
71・

７
％
、市
道
で
は
改
良
率
48・
１
％
と
な
っ

て
い
る
。ま
た
、都
市
計
画
道
路
は
、55・

２
％
の
整
備
率
で
あ
る
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、安
全
、安
心
の
確
保
、

日
常
生
活
の
利
便
性
の
向
上
や
市
街
地
の

活
性
化
は
も
と
よ
り
、地
域
間
を
結
び
交

流
の
促
進
を
図
る
も
の
と
し
て
、国
、県
と

協
力
し
整
備

促
進
に
取
り

組
み
、
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
を

図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
市

民
の
方
々
に

対
し
て
の
、

整
備
状
況
の

周
知
に
も
努

め
て
い
く
。

質
問

答
弁

有光　孝次 議員

▲子どもたちの健やかな成長を祈願するため町内の家庭より提供を受けた“こいのぼり”（川合町）

▶
温
泉
津
地
区
で
開
催
さ
れ
た
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

▶
朝
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
建
設
中

▲大田市民センターで開催された「大田市教育ビジョン」広聴会の様子
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いっぱん質問

大
田
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
構
想
を
問
う

わ
が
里
を
誇
り
、大
田
と
世
界
の
未
来
を
ひ
ら
く

市政に対する一般質問は、3月３日、４日に行われ、13人の
議員が執行部の考えをただしました。質問と答弁の要旨
は次のとおりです。掲載する質問事項は、紙面の都合上、広
報広聴委員会で選定し、１人１議題としています。(これまで
の内容は、ホームページ（http://www.city.ohda.lg.jp/）
で閲覧できます。）

①
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
構
想

で
、計
画
推
進
の
取
り
組
み
と

し
て
随
所
に
連
携
と
い
う
言
葉
が
使
わ

れ
て
い
る
。所
管
も
組
織
体
も
違
う
団

体
で
、連
携
す
る
と
い
う
こ
と
は
大
変

困
難
で
あ
る
。ど
の
よ
う
な
手
法
で
連

携
を
す
る
の
か
。

②
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
役
割
を
自
覚

し
て
、協
働
し
て
目
標
の
達
成
が
で
き

る
取
り
組
み
と
は
、ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
か
。　

③
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
、キ
ー

ワ
ー
ド
の
中
に「
学
力
の
向
上
」が
な
い

の
は
な
ぜ
か
。

①
連
携
す
る
に
は
、０
歳
か
ら
18

歳
ま
で
の
教
育
及
び
生
涯
を
通

じ
て
取
り
組
む
教
育
の
基
本
的
な
方
向
性

を
共
有
で
き
る
よ
う
、啓
発
普
及
に
努
め
た

い
。そ
の
た
め
に
、各
機
関
・
団
体
な
ど
が

連
携･

協
議
す
る
場
を
設
け
た
い
。

②
目
標
達
成
の
た
め
、（
ア
）地
域
に
開
か
れ

た
学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る（
イ
）地
域
住

民
が
学
習
支
援
や
環
境
整
備
、登
下
校
の
見

守
り
な
ど
学
校
を
支
え
る
活
動（
ウ
）放
課

後
の
居
場
所
確
保
の
実
施（
エ
）家
庭
教
育

の
充
実
を
図
る
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
考

え
る
。

③
関
連
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、自
己
教

育
力
、調
和
の
と

れ
た
学
力
、た
く

ま
し
く
生
き
抜
く

力
を
掲
げ
て
い
る
。

ま
た
、学
力
向
上
と

は
、確
か
な
学
力
で

あ
り
、そ
れ
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
盛

り
込
ん
で
ほ
し
い

と
い
う
意
見
も
あ

り
、そ
う
い
っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、教
育

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

し
て
い
る
。

質
問

答
弁

木村　幸司 議員

市
長
が
示
す
施
政
方
針
で
の

　
　
　「
健
康
ま
ち
づ
く
り
」構
想
と
は

大
田
市
全
体
が
ス
マ
ー
ト
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス･

シ
テ
ィ
、

観
光
の
側
面
か
ら
健
康
保
養
都
市
お
お
だ
を
目
指
す

　
市
長
が
施
政
方
針
で
示
さ

れ
た「
健
康
ま
ち
づ
く
り
」構

想
で
は〝 

ま
ち 

〞そ
の
も
の
が
健
全
で

健
康
で
あ
る〝 

ま
ち
づ
く
り 

〞が
重
要

で
あ
り
、ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の

取
り
組
み
を
通
し
、大
田
市
版
ク
ア
オ

ル
ト
を
確
立
し
て「
健
康
保
養
都
市
お

お
だ
」を
目
指
す
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
施
策
で
ど
の
よ
う
な
課
題
を

解
決
し
、新
し
い
大
田
市
を
目
指
さ
れ

る
の
か
問
う
。

　
一
つ
に
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
再
生
や
健
康
づ
く
り
に
つ
な

が
り
、交
通
弱
者
対
策
そ
し
て
健
康
関
連
産

業
に
お
け
る
需
要
の
拡
大
ま
た
医
療
費
抑

制
に
向
け
た
社
会
的
要
請
課
題
に
寄
与
で

き
る
よ
う
に
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
、自
転

車
で
気
軽
に
移
動
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
。

　
二
つ
に
は
、人
、ま
ち
、社
会
の
健
康
ま
ち

づ
く
り
と
い
う
観
点
の
も
と
、健
康
ウ
オ
ー

ク
等
の
取
り
組
み
の
成
果
や
課
題
を
検
証

し
、人
材
育
成
や
環
境
整
備
方
針
、医
科
学

的
裏
づ
け
を
持
っ
た
新
た
な
健
康
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
の
策
定
を
推
進
し
、大
田
市
版
ク

ア
オ
ル
ト
を
確
立
す
る
。

　
さ
ら
に
は
一
年
を
通
じ
て
健
康
づ
く
り

を
楽
し
み
、心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
、歴
史
を
探
訪
し
、自
然
を
五
感
で
楽
し

み
、そ
し
て
何
度
で
も
訪
れ
た
く
な
る
滞
在

型
の
観
光
地
と
し
た
い
。

　
大
田
市
全
体
が
ス
マ
ー
ト
・
ウ
ェ
ル
ネ

ス
・
シ
テ
ィ
、そ
し
て
観
光
の
側
面
か
ら
健

康
保
養
都
市
を
目
指
す
。

質
問

答
弁

小林　太 議員

市
内
幹
線
道
路
網
整
備
方
針
と

　
　
　
　
　改
良
率
整
備
進
捗
は

道
路
基
盤
の
整
備
は
一
つ
の
柱
で
あ
り

　
　
　
　整
備
状
況
な
ど
の
周
知
も
努
め
て
い
く

　
山
陰
自
動
車
道
は
５
年
後

の
平
成
32
年
度
、全
線
開
通
を

目
標
と
す
る
中
、大
田
朝
山
間
が
平
成

29
年
度
、多
伎
朝
山
間
が
30
年
度
に
開

通
予
定
と
な
っ
た
。

　
市
内
幹
線
道
路
網
の
整
備
状
況
に
つ

い
て
は
、関
係
者
以
外
に
は
よ
く
わ
か

ら
ず
、整
備
計
画
や
予
定
、進
捗
状
況
が

見
え
な
い
と
い
う
印
象
を
市
民
に
与
え

る
こ
と
が
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
以
上
に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

し
た
手
法
で
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
す

べ
き
か
を
含
め
、市
内
幹
線
道
路
網
の

整
備
方
針
、改
良
率
、整
備
進
捗
に
つ
い

て
問
う
。

　
山
陰
道
開
通
に
合
わ
せ
た
道

路
整
備
は
重
要
施
策
の
一
つ
と

位
置
づ
け
、国
、県
に
要
望
を
働
き
か
け
、そ

れ
ぞ
れ
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

　
国
道
の
う
ち
山
陰
道
に
つ
い
て
は
、大
田

市
管
内
で
は
整
備
率
34・
２
％
、そ
の
他
の

国
道
は
１
０
０
％
。県
道
は
改
良
率
71・

７
％
、市
道
で
は
改
良
率
48・
１
％
と
な
っ

て
い
る
。ま
た
、都
市
計
画
道
路
は
、55・

２
％
の
整
備
率
で
あ
る
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、安
全
、安
心
の
確
保
、

日
常
生
活
の
利
便
性
の
向
上
や
市
街
地
の

活
性
化
は
も
と
よ
り
、地
域
間
を
結
び
交

流
の
促
進
を
図
る
も
の
と
し
て
、国
、県
と

協
力
し
整
備

促
進
に
取
り

組
み
、
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
を

図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
市

民
の
方
々
に

対
し
て
の
、

整
備
状
況
の

周
知
に
も
努

め
て
い
く
。

質
問

答
弁

有光　孝次 議員

▲子どもたちの健やかな成長を祈願するため町内の家庭より提供を受けた“こいのぼり”（川合町）

▶
温
泉
津
地
区
で
開
催
さ
れ
た
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

▶
朝
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
建
設
中

▲大田市民センターで開催された「大田市教育ビジョン」広聴会の様子
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地
域
資
源
を
教
育
に
活
か
し
て

大
田
市
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
教
育
を
実
現
す
る

　
平
成
27
年
４
月
に
施
行
さ

れ
た
地
方
教
育
行
政
法
に
よ

り
、す
べ
て
の
地
方
公
共
団
体
に
教
育

に
関
す
る
総
合
的
な
施
策
で
あ
る
大
綱

を
策
定
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。そ

れ
に
伴
い
大
綱
で
あ
る
大
田
市
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
さ
れ
た
。ビ
ジ
ョ
ン
に

あ
る
教
育
の
魅
力
化
に
向
け
て
、教
育

資
源
と
な
り
得
る
地
域
資
源
が
本
市
に

は
あ
り
、こ
れ
を
活
か
す
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

　
大
田
市
に
は
、自
然
、歴
史
、文

化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資
源

が
あ
り
、大
田
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、「
あ

る
も
の
」と
表
現
し
て
い
る
。こ
う
し
た「
あ

る
も
の
」を
活
か
す
、具
体
的
に
は
石
見
銀

山
や
琴
ヶ
浜
、里
、山
、海
、そ
し
て
、ひ
と
と

し
て
い
る
が
、大
田
市
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な

有
形
無
形
の
遺
産
の
尊
さ
を
自
覚
し
、誇
り

を
持
っ
て
継
承
す
る
こ
と
を
重
点
目
標
と

し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、現
在
、学
校
で
取
り
組
ん
で
い

る
ふ
る
さ
と
教
育
等
に
持
続
可
能
な
社
会

づ
く
り
の
担
い
手
育
成
の
教
育
、い
わ
ゆ
る

「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
」の
視
点
を
導
入
し
て
い
く
。さ
ら

に
、恵
ま
れ
た
地
域
資
源
で
あ
る「
あ
る
も

の
」を
教

育
に
活
用

す
る
こ
と

で
、教
育

を
魅
力
化

し
、大
田

市
な
ら
で

は
の
特
色

あ
る
教
育

を
実
現
す

る
こ
と
と

し
て
い
る
。

質
問

答
弁

森山　幸太 議員

ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
持
続
可
能
な

　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
を

コ
ン
パ
ク
ト
で
持
続
可
能
な
ま
ち
の
形
成
に
取
り
組
む

　
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
活

動
と
し
て
、生
活
機
能
の
確
保
、

地
域
交
通
の
確
保
、地
域
産
業
の
育
成

の
３
大
課
題
に
取
り
組
み「
小
さ
な
拠

点
づ
く
り
」を
進
め
、持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
の
展
望
を
示
す
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、見
解
を
伺
う
。

　
昨
年
10
月
に
策
定
し
た
大
田

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
基
本
目
標
４
の
中
で
、コ
ン
パ

ク
ト
で
持
続
可
能
な
ま
ち
の
形
成
を
掲
げ

て
お
り
、「
持
続
可
能
な
地
域
の
維
持
・
活

性
化
」「
地
域
拠
点
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に

よ
る
生
活
環
境
の
維
持
」「
交
通
・
買
物
弱

者
へ
の
支
援
」の
３
項
目
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
る
。さ
ら
に
、国
や
県
の
掲
げ
る

小
さ
な
拠
点
づ
く
り
の
考
え
方
に
加
え
、大

田
市
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
の
要
素
も
取
り

入
れ
進
め
て
い
く
。

質
問

答
弁

内藤　芳秀 議員

個
人
番
号
は
、提
供
の
拒
否
が
で
き
る
！

原
則
、個
人
番
号
の
提
供
を
お
願
い
す
る

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
は
、個
人

の
所
得
や
社
会
保
障
の
給
付

状
況
を
、行
政
が
簡
単
に
識
別
す
る
た

め
に
番
号
を
つ
け
る
も
の
で
あ
る
。

　
行
政
に
と
っ
て
は
便
利
だ
が
、市
民

に
と
っ
て
利
便
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

ま
た
、市
民
は
情
報
漏
え
い
な
ど
大
き

な
不
安
を
抱
え
て
い
る
。窓
口
で
番
号

記
載
を
拒
否
し
た
場
合
の
対
応
を
伺
う
。

　
こ
れ
ま
で
個
人
番
号
の
提
供
を

拒
否
さ
れ
た
例
は
な
い
。

　
個
人
番
号
を
利
用
す
る
事
務
に
は
、個
人

番
号
の
提
供
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
も
の
と

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
り
、提

供
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
に
関
係
す
る
個
別
の
法

令
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、個
人
番
号
の
提
供
を
義
務
づ
け
ら

れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、法
定
義
務
で
あ
る

こ
と
を
説
明
の
上
、提
供
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
を
す
る
。一
方
、個
人
番
号
の
提

供
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ

い
て
も
、原
則
、個
人
番
号
の
提
供
を
お
願

い
す
る
が
、仮
に
拒
否
さ
れ
た
場
合
に
は
、個

人
番
号
の
提
供
を
受
け
な
い
ま
ま
申
請
書

を
受
け
付
け
る
こ
と
と
な
る
。

質
問

答
弁

大西　修 議員

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
、地
方
や
一
般
生
活
者
に
は
好
循
環
が

及
ん
で
い
な
い
。地
方
・
く
ら
し
・
雇
用
の
創
生
が
急
が
れ
る

国
県
の
動
向
を
注
視
し
総
合
的
に
慎
重
に
推
し
進
め
る

①
市
役
所
の
職
員
採
用
や
非

正
規
職
員
の
処
遇
改
善
と
公

契
約
の
事
業
所
・
指
定
管
理
者
に
雇
用

環
境
の
善
処
を
求
め
る
。

②
子
育
て
支
援
と
し
て
学
生
ロ
ー
ン
化

し
て
い
る
奨
学
金
制
度
を
、定
住
に
結

び
つ
く
給
付
型
に
見
直
し
を
。

③
法
人
税
減
税
と
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策

に
よ
る
影
響
と
高
利
率
の
市
債
の
借
り

換
え
を
。①

雇
用
や
処
遇
の
底
上
げ
に
つ

い
て
は
、合
併
後
、ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
職
員
、包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
な
ど
増
加
傾
向
に

あ
る
。ま
た
、臨
時
・
嘱
託
・
パ
ー
ト
職
員

の
処
遇
も
必
要
に
応
じ
て
随
時
賃
上
げ
や

休
暇
制
度
の
拡
充
な
ど
に
努
め
て
い
る
。

②
本
市
の
ひ
と
り
親
家
庭
は
、平
成
12
年
の

１
６
０
世
帯
か
ら
平
成
27
年
に
は
約
５
０

０
世
帯
と
３
倍
に
増
加
し
て
い
る
。子
ど
も

の
貧
困
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、

教
育
分
野
、福
祉
分
野
等
の
協
力
を
図
り
つ

つ
、地
域
の
実
情
に
即
し
た
効
果
的
施
策
に

取
り
組
む
。

　
ま
た
、ご
提
案
の
給
付
型
支
援
制
度
も
含

め
て
総
合
的
に
検
討
す
る
。

③
法
人
税
減
税
に
伴
う
影
響
は
、１
１
０
０

万
円
程
度
と
試
算
し
て
い
る
。市
債
の
借
り

換
え
は
、既
に
実
施
し
て
い
る
が
、今
後
の

金
利
動
向
を
注
視
す
る
中
で
慎
重
に
判
断

す
る
。

質
問

答
弁

清水　勝 議員

▲中央まちづくり委員会事業（昨年度実施された代官芋苗植えつけの様子） ▲朝波小学校

個人番号カードの様式

みほん
う
　ら

みほん
お
も
て
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地
域
資
源
を
教
育
に
活
か
し
て

大
田
市
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
教
育
を
実
現
す
る

　
平
成
27
年
４
月
に
施
行
さ

れ
た
地
方
教
育
行
政
法
に
よ

り
、す
べ
て
の
地
方
公
共
団
体
に
教
育

に
関
す
る
総
合
的
な
施
策
で
あ
る
大
綱

を
策
定
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。そ

れ
に
伴
い
大
綱
で
あ
る
大
田
市
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
さ
れ
た
。ビ
ジ
ョ
ン
に

あ
る
教
育
の
魅
力
化
に
向
け
て
、教
育

資
源
と
な
り
得
る
地
域
資
源
が
本
市
に

は
あ
り
、こ
れ
を
活
か
す
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

　
大
田
市
に
は
、自
然
、歴
史
、文

化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資
源

が
あ
り
、大
田
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、「
あ

る
も
の
」と
表
現
し
て
い
る
。こ
う
し
た「
あ

る
も
の
」を
活
か
す
、具
体
的
に
は
石
見
銀

山
や
琴
ヶ
浜
、里
、山
、海
、そ
し
て
、ひ
と
と

し
て
い
る
が
、大
田
市
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な

有
形
無
形
の
遺
産
の
尊
さ
を
自
覚
し
、誇
り

を
持
っ
て
継
承
す
る
こ
と
を
重
点
目
標
と

し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、現
在
、学
校
で
取
り
組
ん
で
い

る
ふ
る
さ
と
教
育
等
に
持
続
可
能
な
社
会

づ
く
り
の
担
い
手
育
成
の
教
育
、い
わ
ゆ
る

「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
」の
視
点
を
導
入
し
て
い
く
。さ
ら

に
、恵
ま
れ
た
地
域
資
源
で
あ
る「
あ
る
も

の
」を
教

育
に
活
用

す
る
こ
と

で
、教
育

を
魅
力
化

し
、大
田

市
な
ら
で

は
の
特
色

あ
る
教
育

を
実
現
す

る
こ
と
と

し
て
い
る
。

質
問

答
弁

森山　幸太 議員

ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
持
続
可
能
な

　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
を

コ
ン
パ
ク
ト
で
持
続
可
能
な
ま
ち
の
形
成
に
取
り
組
む

　
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
活

動
と
し
て
、生
活
機
能
の
確
保
、

地
域
交
通
の
確
保
、地
域
産
業
の
育
成

の
３
大
課
題
に
取
り
組
み「
小
さ
な
拠

点
づ
く
り
」を
進
め
、持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
の
展
望
を
示
す
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、見
解
を
伺
う
。

　
昨
年
10
月
に
策
定
し
た
大
田

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
基
本
目
標
４
の
中
で
、コ
ン
パ

ク
ト
で
持
続
可
能
な
ま
ち
の
形
成
を
掲
げ

て
お
り
、「
持
続
可
能
な
地
域
の
維
持
・
活

性
化
」「
地
域
拠
点
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に

よ
る
生
活
環
境
の
維
持
」「
交
通
・
買
物
弱

者
へ
の
支
援
」の
３
項
目
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
る
。さ
ら
に
、国
や
県
の
掲
げ
る

小
さ
な
拠
点
づ
く
り
の
考
え
方
に
加
え
、大

田
市
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
の
要
素
も
取
り

入
れ
進
め
て
い
く
。

質
問

答
弁

内藤　芳秀 議員

個
人
番
号
は
、提
供
の
拒
否
が
で
き
る
！

原
則
、個
人
番
号
の
提
供
を
お
願
い
す
る

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
は
、個
人

の
所
得
や
社
会
保
障
の
給
付

状
況
を
、行
政
が
簡
単
に
識
別
す
る
た

め
に
番
号
を
つ
け
る
も
の
で
あ
る
。

　
行
政
に
と
っ
て
は
便
利
だ
が
、市
民

に
と
っ
て
利
便
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

ま
た
、市
民
は
情
報
漏
え
い
な
ど
大
き

な
不
安
を
抱
え
て
い
る
。窓
口
で
番
号

記
載
を
拒
否
し
た
場
合
の
対
応
を
伺
う
。

　
こ
れ
ま
で
個
人
番
号
の
提
供
を

拒
否
さ
れ
た
例
は
な
い
。

　
個
人
番
号
を
利
用
す
る
事
務
に
は
、個
人

番
号
の
提
供
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
も
の
と

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
り
、提

供
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
に
関
係
す
る
個
別
の
法

令
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、個
人
番
号
の
提
供
を
義
務
づ
け
ら

れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、法
定
義
務
で
あ
る

こ
と
を
説
明
の
上
、提
供
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
を
す
る
。一
方
、個
人
番
号
の
提

供
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ

い
て
も
、原
則
、個
人
番
号
の
提
供
を
お
願

い
す
る
が
、仮
に
拒
否
さ
れ
た
場
合
に
は
、個

人
番
号
の
提
供
を
受
け
な
い
ま
ま
申
請
書

を
受
け
付
け
る
こ
と
と
な
る
。

質
問

答
弁

大西　修 議員

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
、地
方
や
一
般
生
活
者
に
は
好
循
環
が

及
ん
で
い
な
い
。地
方
・
く
ら
し
・
雇
用
の
創
生
が
急
が
れ
る

国
県
の
動
向
を
注
視
し
総
合
的
に
慎
重
に
推
し
進
め
る

①
市
役
所
の
職
員
採
用
や
非

正
規
職
員
の
処
遇
改
善
と
公

契
約
の
事
業
所
・
指
定
管
理
者
に
雇
用

環
境
の
善
処
を
求
め
る
。

②
子
育
て
支
援
と
し
て
学
生
ロ
ー
ン
化

し
て
い
る
奨
学
金
制
度
を
、定
住
に
結

び
つ
く
給
付
型
に
見
直
し
を
。

③
法
人
税
減
税
と
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策

に
よ
る
影
響
と
高
利
率
の
市
債
の
借
り

換
え
を
。①

雇
用
や
処
遇
の
底
上
げ
に
つ

い
て
は
、合
併
後
、ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
職
員
、包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
な
ど
増
加
傾
向
に

あ
る
。ま
た
、臨
時
・
嘱
託
・
パ
ー
ト
職
員

の
処
遇
も
必
要
に
応
じ
て
随
時
賃
上
げ
や

休
暇
制
度
の
拡
充
な
ど
に
努
め
て
い
る
。

②
本
市
の
ひ
と
り
親
家
庭
は
、平
成
12
年
の

１
６
０
世
帯
か
ら
平
成
27
年
に
は
約
５
０

０
世
帯
と
３
倍
に
増
加
し
て
い
る
。子
ど
も

の
貧
困
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、

教
育
分
野
、福
祉
分
野
等
の
協
力
を
図
り
つ

つ
、地
域
の
実
情
に
即
し
た
効
果
的
施
策
に

取
り
組
む
。

　
ま
た
、ご
提
案
の
給
付
型
支
援
制
度
も
含

め
て
総
合
的
に
検
討
す
る
。

③
法
人
税
減
税
に
伴
う
影
響
は
、１
１
０
０

万
円
程
度
と
試
算
し
て
い
る
。市
債
の
借
り

換
え
は
、既
に
実
施
し
て
い
る
が
、今
後
の

金
利
動
向
を
注
視
す
る
中
で
慎
重
に
判
断

す
る
。

質
問

答
弁

清水　勝 議員

▲中央まちづくり委員会事業（昨年度実施された代官芋苗植えつけの様子） ▲朝波小学校

個人番号カードの様式

みほん
う
　ら

みほん
お
も
て
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竹
腰
市
政
、
　年
間
の
総
括
的
評
価
は

激
動
の
厳
し
い
情
勢
下
、
人
口
減
少
対
策
を

最
重
要
課
題
に
取
り
組
ん
だ
10
年
で
あ
っ
た

　
１
市
２
町
の
合
併
に
よ
る

新
生
大
田
市
が
発
足
し
て
10

年
が
経
過
し
た
。「
自
然
・
歴
史
・
ひ
と

が
光
り
輝
く
誰
も
が
住
み
よ
い
県
央
の

中
核
都
市
」の
実
現
を
目
指
し
た「
大
田

市
総
合
計
画
」の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
、

竹
腰
市
政
の
こ
の
10
年
間
を
ど
の
よ
う

に
総
括
的
評
価
を
さ
れ
て
い
る
の
か
所

見
を
伺
う
。

　
こ
の
10
年
は
、政
治
も
経
済
も

大
き
く
変
化
し
、地
域
経
済
や
地

方
自
治
を
め
ぐ
っ
て
は
激
動
の
厳
し
い
情

勢
下
に
あ
っ
た
。行
財
政
改
革
は
、喫
緊
の

課
題
と
な
り
、平
成
18
年
度
を
改
革
元
年
と

し
、集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
。ま
た
、定
住

元
年
と
も
位
置
づ
け
を
し
、産
業
振
興
、子

育
て
支
援
を
柱
に
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、人
口
減
少
対
策
を
最
重
要
課
題
に

取
り
組
ん
だ
10
年
で
も
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、医
療
を
め
ぐ
っ
て
は
医
師
確
保

が
大
変
困
難
に
な
り
、こ
の
10
年
は
地
域
医

療
再
生
に
奔
走
し
た
。

　
ま
た
、石
見
銀
山
遺
跡
の
登
録
10
周
年
を

来
年
に
控
え
、遺
跡
を
守
り
生
か
す
取
り
組

み
は
一
層
活
発
化
、新
た
な
段
階
を
迎
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

　
大
田
市
と
し
て
も
、改
め
て
地
方
創
生
に

向
け
大
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
を
策
定
し
、総
合
戦
略
の
確
実
な

実
行
、さ
ら
に
は
新
た
な
展
開
と
な
る
健
康

ま
ち
づ
く
り
を
大
き
な
政
策
課
題
と
し
て

位
置
づ
け
、地
方
創
生
、大
田
市
創
生
に
向

け
、市
民
の
皆
様
と
と
も
に
全
力
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

答
弁

三浦　靖 議員

大
田
市
学
校
再
編
実
施
計
画
の
課
題
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　今
後
の
進
め
方
は

計
画
未
達
成
の
枠
組
み
の
再
編･

統
合
が
課
題
で
あ
る

　
大
田
市
学
校
再
編
実
施
計

画
に
つ
い
て
次
の
２
点
を
伺

う
。

①
平
成
21
年
度
か
ら
ほ
ぼ
７
年
が
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、進
捗
状
況
と

し
て
、９
事
案
の
う
ち
、計
画
ど
お
り
の

統
合
が
３
事
案
、部
分
的
な
統
合
が
３

事
案
と
な
っ
て
い
る
。計
画
を
遂
行
す

る
に
あ
た
り
、残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い

て
。

②
平
成
29
年
度
以
降
の
進
め
方
に
つ
い

て
。

①
残
さ
れ
た
課
題
は
、計
画
未
達

成
の
枠
組
み
の
再
編
・
統
合
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。未
実
施
の
枠
組
み
は
、

小
学
校
３
か
所
、部
分
統
合
の
状
態
が
続
い

て
い
る
学
校
と
し
て
、小
学
校
１
か
所
、中

学
校
２
か
所
で
あ
る
。

②
平
成
28
年
度
に「
大
田
市
学
校
再
編
実
施

計
画
」を
検
証
す
る
委
員
会
を
設
置
し
、こ

れ
ま
で
の
学
校
再
編
の
検
証
を
行
う
と
と

も
に
、地
域
性
や
様
々
な
現
状
を
把
握
し
、

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
検
討
し
、明
ら

か
に
し
て
い
く
。

質
問

答
弁

森山　明弘 議員

新
し
い
総
合
事
業
を
ま
ち
づ
く
り
の
戦
略
に

環
境
の
整
っ
た
地
域
か
ら
事
業
を
導
入
し
た
い

　
昨
年
４
月
に「
新
し
い
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
」略
し
て「
新
総
合
事
業
」が
制
度

化
さ
れ
た
。こ
の
事
業
は
今
ま
で
介
護

保
険
で
プ
ロ
の
方
に
お
世
話
を
頂
い
て

い
た
介
護
を
、こ
れ
か
ら
は
地
域
の
住

民
の
皆
さ
ん
も
参
画
し
て
頂
き
、地
域

で
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
、体
制
基

盤
の
整
備
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

　
市
と
し
て
、こ
の
新
総
合
事
業
を
ま

ち
づ
く
り
の
戦
略
と
し
て
ど
う
捉
え
て

お
ら
れ
る
の
か
。ど
の
よ
う
な
方
針
・

事
業
を
お
考
え
な
の
か
伺
う
。

　
国
は
、要
支
援
者
な
ど
比
較
的

軽
度
な
方
を
対
象
と
し
た
、新
し

い
総
合
支
援
事
業
を
創
設
し
た
。こ
れ
は
、

予
防
対
策
と
し
て
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
や
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
市
町
村
の
創
意
と
工

夫
で
行
う
と
い
う
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ

り
、市
と
し
て
は
、こ
の
事
業
を
有
効
に
活

用
し
て
、総
合
事
業
の
目
的
で
あ
る
介
護
予

防
の
強
化
と
住
民
な
ど
に
よ
る
地
域
で
支

え
合
う
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、介
護
予
防
を
必
要
と
す
る
多
く
の

方
に
と
っ
て
、安
心
し
て
利
用
で
き
る
通
い

の
場
が
地
域
の
住
民
な
ど
に
よ
り
開
設
、運

営
さ
れ
る
仕
組
み
、す
な
わ
ち
、こ
の
取
り

組
み
が
住
民
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
と
捉

え
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。さ
ら
に

担
当
職
員
が
、

地
域
の
実
情

に
合
わ
せ
地

域
の
皆
様
と

丁
寧
に
話
し

合
い
を
始
め
、

環
境
の
整
っ

た
地
域
か
ら

こ
の
事
業
を

導
入
し
た
い

と
考
え
て
い

る
。

質
問

答
弁

胡摩田　弘孝 議員

生
活
習
慣
病
予
防
は
、子
ど
も
時
代
か
ら

関
係
者
と
連
携
し
、正
し
い
知
識
の
普
及
と

実
践
に
取
り
組
ん
で
い
る

　
生
活
習
慣
が
原
因
で
発
症

す
る
高
血
圧
症
や
動
脈
硬
化
、

糖
尿
病
な
ど
が
子
ど
も
の
間
に
急
増
し

て
い
る
。学
校
健
診
で
血
液
検
査
を
行

い
、健
康
指
導
や
早
期
受
診
を
促
す
事

例
や
、中
学
３
年
生
に
ピ
ロ
リ
菌
検
査

を
実
施
し
、胃
が
ん
リ
ス
ク
の
軽
減
が

図
ら
れ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。

　
大
田
市
の
子
ど
も
の
生
活
習
慣
病
予

防
対
策
の
現
状
と
課
題
、学
校
健
診
で

の
血
液
検
査
の
状
況
、胃
が
ん
リ
ス
ク

検
査
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

　
妊
娠
期
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
食
生
活
習
慣
の
確
立
、乳
幼
児

期
か
ら
学
童
期
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
と
し
た
生
活
習
慣
の
改
善
や
メ

デ
ィ
ア
と
の
つ
き
合
い
方
の
指
導
な
ど
、保

育
園
、幼
稚
園
、学
校
、地
域
、食
育
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、医
師
な
ど
多
く
の
関
係
者
と
課
題
、

問
題
点
を
共
有
し
、連
携
の
も
と
で
正
し
い

知
識
の
普
及
と
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
課
題
と
し
て
は
、子
ど
も
の
食
生
活
の
乱

れ
や
運
動
不
足
な
ど
生
活
習
慣
病
に
起
因

す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
平
成
４
年
度
か
ら
小
学
４
年
生
と
中
学

１
年
生
を
対
象
に
、貧
血
と
脂
質
の
血
液
検

査
を
実
施
し
て
お
り
、検
査
結
果
に
つ
い
て

は
、要
注
意
者
20
％
前
後
、要
精
検
者
５
％

前
後
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
査
に
つ
い
て
、学
校
現

場
で
の
対
応
は
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

質
問

答
弁

石田　洋治 議員

10

▲保健学習の授業風景（高山小学校）▲「介護予防のまちづくり」研修会（久利会場）

▲平成26年度に温泉津中、仁摩中の2校統合により開校した「大田西中学校」 ▲平成27年10月に策定された
　大田市まち･ひと･しごと創生総合戦略
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竹
腰
市
政
、
　年
間
の
総
括
的
評
価
は

激
動
の
厳
し
い
情
勢
下
、
人
口
減
少
対
策
を

最
重
要
課
題
に
取
り
組
ん
だ
10
年
で
あ
っ
た

　
１
市
２
町
の
合
併
に
よ
る

新
生
大
田
市
が
発
足
し
て
10

年
が
経
過
し
た
。「
自
然
・
歴
史
・
ひ
と

が
光
り
輝
く
誰
も
が
住
み
よ
い
県
央
の

中
核
都
市
」の
実
現
を
目
指
し
た「
大
田

市
総
合
計
画
」の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
、

竹
腰
市
政
の
こ
の
10
年
間
を
ど
の
よ
う

に
総
括
的
評
価
を
さ
れ
て
い
る
の
か
所

見
を
伺
う
。

　
こ
の
10
年
は
、政
治
も
経
済
も

大
き
く
変
化
し
、地
域
経
済
や
地

方
自
治
を
め
ぐ
っ
て
は
激
動
の
厳
し
い
情

勢
下
に
あ
っ
た
。行
財
政
改
革
は
、喫
緊
の

課
題
と
な
り
、平
成
18
年
度
を
改
革
元
年
と

し
、集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
。ま
た
、定
住

元
年
と
も
位
置
づ
け
を
し
、産
業
振
興
、子

育
て
支
援
を
柱
に
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、人
口
減
少
対
策
を
最
重
要
課
題
に

取
り
組
ん
だ
10
年
で
も
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、医
療
を
め
ぐ
っ
て
は
医
師
確
保

が
大
変
困
難
に
な
り
、こ
の
10
年
は
地
域
医

療
再
生
に
奔
走
し
た
。

　
ま
た
、石
見
銀
山
遺
跡
の
登
録
10
周
年
を

来
年
に
控
え
、遺
跡
を
守
り
生
か
す
取
り
組

み
は
一
層
活
発
化
、新
た
な
段
階
を
迎
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

　
大
田
市
と
し
て
も
、改
め
て
地
方
創
生
に

向
け
大
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
を
策
定
し
、総
合
戦
略
の
確
実
な

実
行
、さ
ら
に
は
新
た
な
展
開
と
な
る
健
康

ま
ち
づ
く
り
を
大
き
な
政
策
課
題
と
し
て

位
置
づ
け
、地
方
創
生
、大
田
市
創
生
に
向

け
、市
民
の
皆
様
と
と
も
に
全
力
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

答
弁

三浦　靖 議員

大
田
市
学
校
再
編
実
施
計
画
の
課
題
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　今
後
の
進
め
方
は

計
画
未
達
成
の
枠
組
み
の
再
編･

統
合
が
課
題
で
あ
る

　
大
田
市
学
校
再
編
実
施
計

画
に
つ
い
て
次
の
２
点
を
伺

う
。

①
平
成
21
年
度
か
ら
ほ
ぼ
７
年
が
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、進
捗
状
況
と

し
て
、９
事
案
の
う
ち
、計
画
ど
お
り
の

統
合
が
３
事
案
、部
分
的
な
統
合
が
３

事
案
と
な
っ
て
い
る
。計
画
を
遂
行
す

る
に
あ
た
り
、残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い

て
。

②
平
成
29
年
度
以
降
の
進
め
方
に
つ
い

て
。

①
残
さ
れ
た
課
題
は
、計
画
未
達

成
の
枠
組
み
の
再
編
・
統
合
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。未
実
施
の
枠
組
み
は
、

小
学
校
３
か
所
、部
分
統
合
の
状
態
が
続
い

て
い
る
学
校
と
し
て
、小
学
校
１
か
所
、中

学
校
２
か
所
で
あ
る
。

②
平
成
28
年
度
に「
大
田
市
学
校
再
編
実
施

計
画
」を
検
証
す
る
委
員
会
を
設
置
し
、こ

れ
ま
で
の
学
校
再
編
の
検
証
を
行
う
と
と

も
に
、地
域
性
や
様
々
な
現
状
を
把
握
し
、

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
検
討
し
、明
ら

か
に
し
て
い
く
。

質
問

答
弁

森山　明弘 議員

新
し
い
総
合
事
業
を
ま
ち
づ
く
り
の
戦
略
に

環
境
の
整
っ
た
地
域
か
ら
事
業
を
導
入
し
た
い

　
昨
年
４
月
に「
新
し
い
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
」略
し
て「
新
総
合
事
業
」が
制
度

化
さ
れ
た
。こ
の
事
業
は
今
ま
で
介
護

保
険
で
プ
ロ
の
方
に
お
世
話
を
頂
い
て

い
た
介
護
を
、こ
れ
か
ら
は
地
域
の
住

民
の
皆
さ
ん
も
参
画
し
て
頂
き
、地
域

で
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
、体
制
基

盤
の
整
備
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

　
市
と
し
て
、こ
の
新
総
合
事
業
を
ま

ち
づ
く
り
の
戦
略
と
し
て
ど
う
捉
え
て

お
ら
れ
る
の
か
。ど
の
よ
う
な
方
針
・

事
業
を
お
考
え
な
の
か
伺
う
。

　
国
は
、要
支
援
者
な
ど
比
較
的

軽
度
な
方
を
対
象
と
し
た
、新
し

い
総
合
支
援
事
業
を
創
設
し
た
。こ
れ
は
、

予
防
対
策
と
し
て
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
や
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
市
町
村
の
創
意
と
工

夫
で
行
う
と
い
う
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ

り
、市
と
し
て
は
、こ
の
事
業
を
有
効
に
活

用
し
て
、総
合
事
業
の
目
的
で
あ
る
介
護
予

防
の
強
化
と
住
民
な
ど
に
よ
る
地
域
で
支

え
合
う
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、介
護
予
防
を
必
要
と
す
る
多
く
の

方
に
と
っ
て
、安
心
し
て
利
用
で
き
る
通
い

の
場
が
地
域
の
住
民
な
ど
に
よ
り
開
設
、運

営
さ
れ
る
仕
組
み
、す
な
わ
ち
、こ
の
取
り

組
み
が
住
民
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
と
捉

え
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。さ
ら
に

担
当
職
員
が
、

地
域
の
実
情

に
合
わ
せ
地

域
の
皆
様
と

丁
寧
に
話
し

合
い
を
始
め
、

環
境
の
整
っ

た
地
域
か
ら

こ
の
事
業
を

導
入
し
た
い

と
考
え
て
い

る
。

質
問

答
弁

胡摩田　弘孝 議員

生
活
習
慣
病
予
防
は
、子
ど
も
時
代
か
ら

関
係
者
と
連
携
し
、正
し
い
知
識
の
普
及
と

実
践
に
取
り
組
ん
で
い
る

　
生
活
習
慣
が
原
因
で
発
症

す
る
高
血
圧
症
や
動
脈
硬
化
、

糖
尿
病
な
ど
が
子
ど
も
の
間
に
急
増
し

て
い
る
。学
校
健
診
で
血
液
検
査
を
行

い
、健
康
指
導
や
早
期
受
診
を
促
す
事

例
や
、中
学
３
年
生
に
ピ
ロ
リ
菌
検
査

を
実
施
し
、胃
が
ん
リ
ス
ク
の
軽
減
が

図
ら
れ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。

　
大
田
市
の
子
ど
も
の
生
活
習
慣
病
予

防
対
策
の
現
状
と
課
題
、学
校
健
診
で

の
血
液
検
査
の
状
況
、胃
が
ん
リ
ス
ク

検
査
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

　
妊
娠
期
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
食
生
活
習
慣
の
確
立
、乳
幼
児

期
か
ら
学
童
期
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
と
し
た
生
活
習
慣
の
改
善
や
メ

デ
ィ
ア
と
の
つ
き
合
い
方
の
指
導
な
ど
、保

育
園
、幼
稚
園
、学
校
、地
域
、食
育
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、医
師
な
ど
多
く
の
関
係
者
と
課
題
、

問
題
点
を
共
有
し
、連
携
の
も
と
で
正
し
い

知
識
の
普
及
と
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
課
題
と
し
て
は
、子
ど
も
の
食
生
活
の
乱

れ
や
運
動
不
足
な
ど
生
活
習
慣
病
に
起
因

す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
平
成
４
年
度
か
ら
小
学
４
年
生
と
中
学

１
年
生
を
対
象
に
、貧
血
と
脂
質
の
血
液
検

査
を
実
施
し
て
お
り
、検
査
結
果
に
つ
い
て

は
、要
注
意
者
20
％
前
後
、要
精
検
者
５
％

前
後
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
査
に
つ
い
て
、学
校
現

場
で
の
対
応
は
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

質
問

答
弁

石田　洋治 議員
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温
泉
津
・
仁
摩
支
所
の
今
後
の
あ
り
方
は

年
内
に
統
廃
合
を
含
め
、そ
の
方
向
性
を

明
ら
か
に
す
る

　
平
成
の
大
合
併
で
新
生
大

田
市
と
し
て
歩
ん
で
き
て
10

年
が
経
過
し
た
。施
政
方
針
で
は
、行
財

政
改
革
で
支
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て
平

成
28
年
内
に
検
討
す
る
・
方
向
性
を
明

ら
か
に
す
る
と
し
て
い
る
。

　
合
併
時
、温
泉
津
町
で
は
、職
員
32
名

が
今
は
４
分
の
１
の
８
名
と
な
り
、支

所
機
能
が
低
下
し
て
い
る
。仁
摩
町
も

同
じ
だ
。支
所
は
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点

と
し
て
位
置
付
け
、充
実
す
べ
き
と
思

う
が
い
か
が
か
。

　
市
と
し
て
は
、市
内
27
カ
所
の

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が
ま
ち

づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。今

後
の
支
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、現
在
、

内
部
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

引
き
続
き
市
民
生
活
に
大
き
な
支
障
を
来

す
こ
と
が
な
い
こ
と
を
前
提
に
、協
議
、検

討
を
重
ね
、年
内
に
統
廃
合
を
含
め
、そ
の

方
向
性
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。

質
問

答
弁

福田　佳代子 議員

▲

住
民
主
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
健
康
づ
く
り

　（
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
風
景
）

健
康
な
ま
ち
づ
く
り
を

大
田
市
健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

健
康
づ
く
り
活
動
の
推
進
に
取
り
組
む

①
第
３
期
大
田
市
健
康
増
進

計
画
及
び
大
田
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
計
画
に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
や
成
果
、次
期
計
画
の
考
え
方

を
伺
う
。

②
大
田
市
健
康
増
進
計
画
と
大
田
市
健

康
推
進
プ
ラ
ン
の
違
い
を
伺
う
。

③
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
さ
せ
、

市
民
総
参
加
型
の
取
り
組
み
を
目
指
す

た
め
、健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
を

制
定
す
べ
き
で
あ
る
が
考
え
を
伺
う
。

①
大
田
市
健
康
増
進
計
画
は
、重

点
施
策
を
設
定
し
、改
善
に
向
け

取
り
組
ん
で
き
た
。成
果
と
し
て
、食
育
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
は
目
標
値
に
達
し
た

が
、健
康
管
理
面
で
は
検
診
受
診
率
は
伸
び

て
い
る
も
の
の
、目
標
値
の
達
成
に
は
至
っ

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。今
後
は
国
保
の
レ

セ
プ
ト
等
の
デ
ー
タ
分
析
を
行
い
、数
値
に

基
づ
き
予
防
対
策
・
健
康
対
策
を
行
う
。

　
大
田
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に
つ
い
て

は
、10
項
目
の
課
題
を
掲
げ
、こ
の
解
決
に

向
け
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た

が
、２
項
目
に
つ
い
て
未
着
手
で
あ
る
。現

計
画
の
理
念
を
継
続
し
つ
つ
、こ
れ
ま
で
の

十
分
な
検
証
を
し
、ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会

な
ど
で
の
検
討
を
経
て
策
定
し
て
い
く
。

②
大
田
市
健
康
増
進
計
画
は
、健
康
寿
命
の

延
伸
と
健
康
格
差
の
縮
小
を
し
て
い
く
も

の
で
あ
り
、大
田
市
健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進

プ
ラ
ン
は
、人
・
ま
ち
・
社
会
の
健
康
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

③
新
年
度
に
お
い
て
プ
ラ
ン
を
策
定
し
条

例
制
定
に
つ
い
て
は
、プ
ラ
ン
策
定
後
、改

め
て
そ

の
意
義

や
必
要

性
に
つ

い
て
検

討
す
る
。

質
問

答
弁

小川　和也 議員

　
去
る
２
月
２５
日
、
第
１７
回
委
員
会
を
開

催
し
た
。

①
事
務
事
業
評
価
の
対
応
方

　
執
行
部
の
新
年
度
に
お
け
る
対
応
に
関

し
て
、
概
ね
当
委
員
会
が
示
し
た
方
針
に

沿
う
も
の
で
あ
り
、
新
年
度
事
業
案
に
反

映
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。

　
意
見
で
は
、
㈱
ゆ
の
つ
に
つ
い
て
、
非

常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
は
あ
る
が
、

時
間
的
な
制
限
も
あ
る
。
役
員
や
株
主
の

皆
様
へ
の
協
議
を
進
め
課
題
解
決
に
向
け

進
め
て
ほ
し
い
。

②
無
償
貸
付
の
土
地
の
取
扱
い

　
今
後
は
、
市
有
地
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、

減
免
や
軽
減
措
置
等
を
設
け
た
上
で
、
原

則
と
し
て
有
償
化
し
、
事
業
者
負
担
の
平

準
化
と
自
主
財
源
の
確
保
を
図
る
こ
と
と

す
る
。
ま
た
、
減
免
策
に
つ
い
て
は
、
社

会
福
祉
施
設
は
７０
％
以
内
、
自
治
会
は
１

０
０
％
以
内
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
５
年

間
の
軽
減
措
置
を
行
う
中
で
、
初
め
の
３

年
間
は
特
別
な
激
変
緩
和
措
置
を
講
じ

る
。

　
質
疑
と
し
て
、
事
業
者
側
か
ら
貸
付
市

有
地
の
取
得
の
意
向
を
示
さ
れ
た
場
合
の

対
応
方
は
、
ま
た
、
そ
の
際
に
お
け
る
価

格
の
設
定
は
、
の
問
い
に
、
継
続
し
て
目

的
事
業
を
実
施
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を

条
件
に
基
本
的
な
適
正
評
価
額
で
市
有
地

の
譲
渡
に
応
じ
る
考
え
で
あ
る
。

③
第
３
次
大
田
市
定
員
適
正
化
計
画

　
今
後
５
年
間
の
職
員
削
減
目
標
を
大
幅

に
緩
和
し
た
５
名
と
し
、
年
齢
構
成
バ
ラ

ン
ス
を
十
分
に
考
慮
し
た
職
員
採
用
を
行

い
、
円
滑
な
世
代
交
代
と
年
齢
構
成
の
平

準
化
を
図
る
と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
た
。

　
意
見
と
し
て
、
資
格
職（
建
築
技
師
・

土
木
技
師
や
保
健
師
）の
採
用
に
関
し
て
、

十
分
に
配
慮
し
て
ほ
し
い
。

④
委
員
会
活
動
の
総
括

　
議
会
の
有
す
る
執
行
機
関
へ
の
監
視
・

調
査
・
政
策
提
案
機
能
を
発
揮
し
、一
定

の
役
割
を
果
た
し
充
実
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
担
当
職
員
を
交
え
た
現
地
調

査
や
事
務
事
業
評
価
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
様
々
な
角
度
か
ら
行
財
政
改
革
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。

　
本
委
員
会
は
合
意
形
成
の
た
め
に
議
員

間
相
互
の
自
由
討
議
が
多
く
で
き
た
。

　
引
き
続
き
、
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
執
行
部
に
お
い
て
は「
改
革

断
行
」「
選
択
と
集
中
」と
い
う
初
心
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
事
業
執
行
に
努
め
て
い

た
だ
く
こ
と
を
総
意
で
確
認
し
た
。

　
第
７
回 

委
員
会
を
昨
年
１２
月
１５
日
開

催
、
執
行
部
か
ら
新
病
院
建
設
事
業
の
見

直
し
、
基
幹
型
臨
床
研
修
病
院
の
再
指
定

等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
質
疑
を
行
っ
た
。

　　  

地
域
医
療
構
想
で
示
さ
れ
た
病
床
数

の
見
直
し
案
に
つ
い
て
到
底
受
け
入
れ
な

い
、
見
直
し
案
２
２
９
床
は
担
保
さ
れ
る

の
か
。

　  

県
全
体
の
削
減
３０
％
は
変
わ
ら
な
い

と
考
え
る
。
圏
域
で
の
調
整
と
な
る
が
、

ど
こ
の
地
域
も
受
け
入
れ
る
こ
と
は
非
常

に
厳
し
く
思
う
。
し
か
し
、
こ
の
数
字
が

新
病
院
建
設
に
影
響
し
な
い
。

　  

引
き
続
き
大
田
圏
域
で
の
慢
性
期
対

応
は
必
要
で
な
い
か
。

　  

慢
性
期
対
応
は
、
今
し
ば
ら
く
や
め

る
こ
と
は
な
い
。

　  

島
根
大
学
医
学
部
と
の
関
係
で
、
総

合
医
育
成
セ
ン
タ
ー
は
一
定
の
成
果
を
得

て
き
て
い
る
が
、
同
セ
ン
タ
ー
が
新
病
院

に
移
行
す
る
中
で
の
位
置
づ
け
は
。

　  
同
セ
ン
タ
ー
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
は
思
わ
な
い
が
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
を
設

け
た
こ
と
で
人
の
流
れ
な
ど
、
病
院
は
活

性
化
し
た
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な
形
で
運

用
し
て
い
く
の
か
、
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活

動
が
で
き
る
の
か
、
検
証
し
た
い
。

　　
第
８
回 

委
員
会
は
２
月
２６
日
に
開
催
、

新
病
院
建
設
事
業
の
見
直
し
状
況
等
に
つ

い
て
協
議
し
た
。

　
執
行
部
か
ら
基
本
設
計
や
予
算
の
概
要

説
明
が
あ
り
質
疑
を
行
っ
た
。

　  

Ｄ
Ｐ
Ｃ（
包
括
医
療
費
支
払
制
度
）に

つ
い
て
は
、
患
者
側
に
立
て
ば
医
療
の
質

が
上
が
る
と
思
え
な
い
が
。

　  

危
惧
す
る
こ
と
は
な
い
。
全
国
で
取

り
組
ん
で
い
る
病
院
が
た
く
さ
ん
あ
る
。Ｄ

Ｐ
Ｃ
は
今
、
国
の
流
れ
で
あ
る
。

　  

入
札
契
約
方
法
に
つ
い
て
、
事
業
費

の
削
減
に
つ
な
が
る
の
か
、
入
札
の
不
落

に
危
惧
を
感
じ
て
い
る
が
。

　  

大
規
模
か
つ
専
門
性
が
要
求
さ
れ
る

工
事
で
あ
り
、
不
落
・
不
調
の
発
生
状
況

が
あ
る
中
で
、
様
々
な
観
点
で
よ
り
ベ
ス

ト
な
手
法
に
な
る
よ
う
に
し
た
い
。

　  

建
設
財
源
で
の
過
疎
債
の
見
通
し
は
。

　  

県
と
協
議
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

最
大
限
の
配
分
を
求
め
た
い
。

行
財
政
改
革
特
別
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　最
終
報
告

大
田
市
立
病
院
医
療
体
制
検
討

　
　
　特
別
委
員
長
　中
間
報
告

三浦　靖
委員長

月森　和弘
委員長

▲温泉津支所 ▲仁摩支所 市民生活課窓口
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温
泉
津
・
仁
摩
支
所
の
今
後
の
あ
り
方
は

年
内
に
統
廃
合
を
含
め
、そ
の
方
向
性
を

明
ら
か
に
す
る

　
平
成
の
大
合
併
で
新
生
大

田
市
と
し
て
歩
ん
で
き
て
10

年
が
経
過
し
た
。施
政
方
針
で
は
、行
財

政
改
革
で
支
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て
平

成
28
年
内
に
検
討
す
る
・
方
向
性
を
明

ら
か
に
す
る
と
し
て
い
る
。

　
合
併
時
、温
泉
津
町
で
は
、職
員
32
名

が
今
は
４
分
の
１
の
８
名
と
な
り
、支

所
機
能
が
低
下
し
て
い
る
。仁
摩
町
も

同
じ
だ
。支
所
は
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点

と
し
て
位
置
付
け
、充
実
す
べ
き
と
思

う
が
い
か
が
か
。

　
市
と
し
て
は
、市
内
27
カ
所
の

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が
ま
ち

づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。今

後
の
支
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、現
在
、

内
部
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

引
き
続
き
市
民
生
活
に
大
き
な
支
障
を
来

す
こ
と
が
な
い
こ
と
を
前
提
に
、協
議
、検

討
を
重
ね
、年
内
に
統
廃
合
を
含
め
、そ
の

方
向
性
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。

質
問

答
弁

福田　佳代子 議員

▲

住
民
主
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
健
康
づ
く
り

　（
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
風
景
）

健
康
な
ま
ち
づ
く
り
を

大
田
市
健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

健
康
づ
く
り
活
動
の
推
進
に
取
り
組
む

①
第
３
期
大
田
市
健
康
増
進

計
画
及
び
大
田
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
計
画
に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
や
成
果
、次
期
計
画
の
考
え
方

を
伺
う
。

②
大
田
市
健
康
増
進
計
画
と
大
田
市
健

康
推
進
プ
ラ
ン
の
違
い
を
伺
う
。

③
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
さ
せ
、

市
民
総
参
加
型
の
取
り
組
み
を
目
指
す

た
め
、健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
を

制
定
す
べ
き
で
あ
る
が
考
え
を
伺
う
。

①
大
田
市
健
康
増
進
計
画
は
、重

点
施
策
を
設
定
し
、改
善
に
向
け

取
り
組
ん
で
き
た
。成
果
と
し
て
、食
育
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
は
目
標
値
に
達
し
た

が
、健
康
管
理
面
で
は
検
診
受
診
率
は
伸
び

て
い
る
も
の
の
、目
標
値
の
達
成
に
は
至
っ

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。今
後
は
国
保
の
レ

セ
プ
ト
等
の
デ
ー
タ
分
析
を
行
い
、数
値
に

基
づ
き
予
防
対
策
・
健
康
対
策
を
行
う
。

　
大
田
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に
つ
い
て

は
、10
項
目
の
課
題
を
掲
げ
、こ
の
解
決
に

向
け
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た

が
、２
項
目
に
つ
い
て
未
着
手
で
あ
る
。現

計
画
の
理
念
を
継
続
し
つ
つ
、こ
れ
ま
で
の

十
分
な
検
証
を
し
、ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会

な
ど
で
の
検
討
を
経
て
策
定
し
て
い
く
。

②
大
田
市
健
康
増
進
計
画
は
、健
康
寿
命
の

延
伸
と
健
康
格
差
の
縮
小
を
し
て
い
く
も

の
で
あ
り
、大
田
市
健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進

プ
ラ
ン
は
、人
・
ま
ち
・
社
会
の
健
康
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

③
新
年
度
に
お
い
て
プ
ラ
ン
を
策
定
し
条

例
制
定
に
つ
い
て
は
、プ
ラ
ン
策
定
後
、改

め
て
そ

の
意
義

や
必
要

性
に
つ

い
て
検

討
す
る
。

質
問

答
弁

小川　和也 議員

　
去
る
２
月
２５
日
、
第
１７
回
委
員
会
を
開

催
し
た
。

①
事
務
事
業
評
価
の
対
応
方

　
執
行
部
の
新
年
度
に
お
け
る
対
応
に
関

し
て
、
概
ね
当
委
員
会
が
示
し
た
方
針
に

沿
う
も
の
で
あ
り
、
新
年
度
事
業
案
に
反

映
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。

　
意
見
で
は
、
㈱
ゆ
の
つ
に
つ
い
て
、
非

常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
は
あ
る
が
、

時
間
的
な
制
限
も
あ
る
。
役
員
や
株
主
の

皆
様
へ
の
協
議
を
進
め
課
題
解
決
に
向
け

進
め
て
ほ
し
い
。

②
無
償
貸
付
の
土
地
の
取
扱
い

　
今
後
は
、
市
有
地
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、

減
免
や
軽
減
措
置
等
を
設
け
た
上
で
、
原

則
と
し
て
有
償
化
し
、
事
業
者
負
担
の
平

準
化
と
自
主
財
源
の
確
保
を
図
る
こ
と
と

す
る
。
ま
た
、
減
免
策
に
つ
い
て
は
、
社

会
福
祉
施
設
は
７０
％
以
内
、
自
治
会
は
１

０
０
％
以
内
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
５
年

間
の
軽
減
措
置
を
行
う
中
で
、
初
め
の
３

年
間
は
特
別
な
激
変
緩
和
措
置
を
講
じ

る
。

　
質
疑
と
し
て
、
事
業
者
側
か
ら
貸
付
市

有
地
の
取
得
の
意
向
を
示
さ
れ
た
場
合
の

対
応
方
は
、
ま
た
、
そ
の
際
に
お
け
る
価

格
の
設
定
は
、
の
問
い
に
、
継
続
し
て
目

的
事
業
を
実
施
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を

条
件
に
基
本
的
な
適
正
評
価
額
で
市
有
地

の
譲
渡
に
応
じ
る
考
え
で
あ
る
。

③
第
３
次
大
田
市
定
員
適
正
化
計
画

　
今
後
５
年
間
の
職
員
削
減
目
標
を
大
幅

に
緩
和
し
た
５
名
と
し
、
年
齢
構
成
バ
ラ

ン
ス
を
十
分
に
考
慮
し
た
職
員
採
用
を
行

い
、
円
滑
な
世
代
交
代
と
年
齢
構
成
の
平

準
化
を
図
る
と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
た
。

　
意
見
と
し
て
、
資
格
職（
建
築
技
師
・

土
木
技
師
や
保
健
師
）の
採
用
に
関
し
て
、

十
分
に
配
慮
し
て
ほ
し
い
。

④
委
員
会
活
動
の
総
括

　
議
会
の
有
す
る
執
行
機
関
へ
の
監
視
・

調
査
・
政
策
提
案
機
能
を
発
揮
し
、一
定

の
役
割
を
果
た
し
充
実
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
担
当
職
員
を
交
え
た
現
地
調

査
や
事
務
事
業
評
価
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
様
々
な
角
度
か
ら
行
財
政
改
革
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。

　
本
委
員
会
は
合
意
形
成
の
た
め
に
議
員

間
相
互
の
自
由
討
議
が
多
く
で
き
た
。

　
引
き
続
き
、
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
執
行
部
に
お
い
て
は「
改
革

断
行
」「
選
択
と
集
中
」と
い
う
初
心
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
事
業
執
行
に
努
め
て
い

た
だ
く
こ
と
を
総
意
で
確
認
し
た
。

　
第
７
回 

委
員
会
を
昨
年
１２
月
１５
日
開

催
、
執
行
部
か
ら
新
病
院
建
設
事
業
の
見

直
し
、
基
幹
型
臨
床
研
修
病
院
の
再
指
定

等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
質
疑
を
行
っ
た
。

　　  

地
域
医
療
構
想
で
示
さ
れ
た
病
床
数

の
見
直
し
案
に
つ
い
て
到
底
受
け
入
れ
な

い
、
見
直
し
案
２
２
９
床
は
担
保
さ
れ
る

の
か
。

　  

県
全
体
の
削
減
３０
％
は
変
わ
ら
な
い

と
考
え
る
。
圏
域
で
の
調
整
と
な
る
が
、

ど
こ
の
地
域
も
受
け
入
れ
る
こ
と
は
非
常

に
厳
し
く
思
う
。
し
か
し
、
こ
の
数
字
が

新
病
院
建
設
に
影
響
し
な
い
。

　  

引
き
続
き
大
田
圏
域
で
の
慢
性
期
対

応
は
必
要
で
な
い
か
。

　  
慢
性
期
対
応
は
、
今
し
ば
ら
く
や
め

る
こ
と
は
な
い
。

　  

島
根
大
学
医
学
部
と
の
関
係
で
、
総

合
医
育
成
セ
ン
タ
ー
は
一
定
の
成
果
を
得

て
き
て
い
る
が
、
同
セ
ン
タ
ー
が
新
病
院

に
移
行
す
る
中
で
の
位
置
づ
け
は
。

　  

同
セ
ン
タ
ー
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
は
思
わ
な
い
が
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
を
設

け
た
こ
と
で
人
の
流
れ
な
ど
、
病
院
は
活

性
化
し
た
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な
形
で
運

用
し
て
い
く
の
か
、
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活

動
が
で
き
る
の
か
、
検
証
し
た
い
。

　　
第
８
回 

委
員
会
は
２
月
２６
日
に
開
催
、

新
病
院
建
設
事
業
の
見
直
し
状
況
等
に
つ

い
て
協
議
し
た
。

　
執
行
部
か
ら
基
本
設
計
や
予
算
の
概
要

説
明
が
あ
り
質
疑
を
行
っ
た
。

　  

Ｄ
Ｐ
Ｃ（
包
括
医
療
費
支
払
制
度
）に

つ
い
て
は
、
患
者
側
に
立
て
ば
医
療
の
質

が
上
が
る
と
思
え
な
い
が
。

　  

危
惧
す
る
こ
と
は
な
い
。
全
国
で
取

り
組
ん
で
い
る
病
院
が
た
く
さ
ん
あ
る
。Ｄ

Ｐ
Ｃ
は
今
、
国
の
流
れ
で
あ
る
。

　  

入
札
契
約
方
法
に
つ
い
て
、
事
業
費

の
削
減
に
つ
な
が
る
の
か
、
入
札
の
不
落

に
危
惧
を
感
じ
て
い
る
が
。

　  

大
規
模
か
つ
専
門
性
が
要
求
さ
れ
る

工
事
で
あ
り
、
不
落
・
不
調
の
発
生
状
況

が
あ
る
中
で
、
様
々
な
観
点
で
よ
り
ベ
ス

ト
な
手
法
に
な
る
よ
う
に
し
た
い
。

　  

建
設
財
源
で
の
過
疎
債
の
見
通
し
は
。

　  

県
と
協
議
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

最
大
限
の
配
分
を
求
め
た
い
。

行
財
政
改
革
特
別
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　最
終
報
告

大
田
市
立
病
院
医
療
体
制
検
討

　
　
　特
別
委
員
長
　中
間
報
告

三浦　靖
委員長

月森　和弘
委員長

▲温泉津支所 ▲仁摩支所 市民生活課窓口
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坂
根
印
刷 

納

　
役
員
改
選
に
よ
り
、後
半
任
期
二
年
間
、

広
報
広
聴
担
当
の
委
員
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。

　「
情
報
の
提
供
と
共
有
化
」を
図
る
た
め
に

も
、情
報
発
信
の
中
心
と
な
っ
て
、議
会
の
真

意
が
伝
わ
る
広
報
誌
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。ま
た
、広
報
広
聴
委
員
の
皆
様
方

と
と
も
に
、市
民
の
皆
様
に
、手
に
と
っ
て
ご

覧
い
た
だ
け
る
よ
う
、読
み
よ
く
・
見
や
す
い

紙
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、今
年
度
も
議
会
報
告
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。皆
様
に
は
、議
会
広
報
誌
、

あ
る
い
は
、議
会
活
動
等
々
、い
ろ
い
ろ
な
ご

意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
木
村
　
幸
司
）

　4月20日に開催されました臨時議会で、委員会のメンバーも新体制となりました。今回は、8名から9名
へ増員された広報広聴委員の紹介をします。心機一転、さらに親しまれる市議会だよりづくりを目指して
いきたいと思います。よろしくお願いします。“私が目指す広報誌！”と題して一言抱負を述べます。

視察受け入れ
視察日 議会名 人数 視察項目

 1月 18日

 1月 20日

 2月 9日

福岡県宗像市

徳島県鳴門市

山形県高畠町

世界遺産認定後のまちづくり
おおだ定住促進協議会　
石見銀山、世界遺産登録後の現状
定住化促進ビジョン

7名

9名

9名

編
集
後
記

編
集
後
記

新 広 報 広 聴 委 員 会 委 員 紹 介

次の定例会は
6月3日～17日の予定です。
市議会を身近に感じる良い機会です。
お気軽にお越しください。

◇傍聴席は定員64人です。
◇多数で傍聴に来られる場合は、あらかじめ
   議会事務局へご連絡ください。

議会傍聴のご案内

　委員3年目になりま
す。市民の皆さんの要
望に応えられて、親し
まれるよう努力します。

大西　修 委員

　地方議会の役
割や責任は大き
く、改めて議員の
顔が見える市議
会誌になるよう
努めたい。

月森　和弘 委員

　新たに再任さ
れた私 ですが 、
議会の活動を市
民の皆様に解り
やすくお伝えで
きるよう努力い
たします。

松村　信之 委員 　 市 民 の 皆 様
が、議会だよりを
ご覧になり満足
されるよう、工夫
を凝らして広報
誌作成に努める
所存です。

森山　幸太 委員

　様々な情報手
段がある中、市民
との情報の共有
化を図り、読みや
すい紙面づくり
を目指します。

石田　洋治 委員

　センスと経験で、見やすく・読みや
すい広報誌目指して頑張ります！

木村　幸司 委員長

　議会情報の提供、分かりや
すい紙面づくりを目指しま
す！

胡摩田　弘孝 委員
　広報広聴委員３年目になり
ます。より読み易い紙面づく
りに努めてまいります。

森山　明弘 委員

　何ごとも前向きに、愉しく、和をもっ
て、市民に分かりやすい広報づくりに
努めます。

塩谷　裕志 副委員長
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